
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
三
一
）

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と

関
連
課
題
の
国
際
比
較

│
日
米
独
観
光
系
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら

│

太　
　

田　
　

和　
　

男

1
．
は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
度
よ
り
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
以
後
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ン
と
略
記
す
る
）
に
つ
い
て
、
秀
逸
な

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
た
め
、
日
米
独
英
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
比
較
研
究
し
て
き
て
い
る
。
研
究
方
法
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー

ン
の
構
成
要
素
で
あ
る
教
育
機
関
、
学
生
、
受
け
入
れ
機
関
の
三
者
か
ら
、『
三
方
良
し
』
と
な
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
見
出
す
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
を
と
る
。
三
者
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
過
重
な
負
担
が
か
か
る
場
合
に
は
、
持
続
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
秀
逸
な
観
光
イ

九
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ン
タ
ー
ン
は
、
結
局
持
続
性
が
あ
り
、
普
及
す
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
、
二
〇
一
一
│
二
〇
一
二
年
度
に
は
主
に
、
大
学
に
お
け
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
、
二
〇
一
二
│
二
〇
一
三
年
度
に
は
観

光
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
二
〇
一
三
│
二
〇
一
四
年
度
に
は
、
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ

イ
ド
か
ら
の
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。
二
〇
一
一
│
二
〇
一
二
年
度
研
究
で
は
、
大
学
の
観
光
教
育
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、

わ
が
国
の
二
週
間
程
度
の
短
期
、
選
択
に
対
し
、
米
国
や
独
逸
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
二
カ
月
以
上
の
長
期
か
つ
必
修
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
次
い
で
、
二
〇
一
二
│
二
〇
一
三
年
度
の
研
究
で
は
、
観
光
企
業
に
つ
い
て
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
わ
が
国
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
採
用
と
切
り
離
し
て
、
就
業
体
験
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
で
は
、

採
用
手
段
と
位
置
づ
け
、
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
初
期
過
程
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。

本
研
究
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
受
け
て
、
日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
主
に
学
生
サ
イ
ド
か
ら
キ
ャ
リ
ア
開
発
関
連
を

め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
に
よ
り
研
究
す
る
。

1
│

1
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
と
研
究
深
化
へ
の
取
組

太
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
①
米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
長
期
・
顕
在
能
力
重
視
で
あ
り
就
職
に
直
結
し
、
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発

に
結
び
つ
い
て
い
る
、
②
わ
が
国
の
短
期
就
業
体
験
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
の
意
識
が
強
く
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の

契
機
と
な
る
意
識
が
な
い
、
③
わ
が
国
で
欧
米
型
が
浸
透
し
な
い
の
は
、
新
卒
一
括
採
用
な
ど
の
雇
用
構
造
に
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た

（
1
）

。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
浮
上
し
て
き
た
。
①
長
期
的
な
意
味
で
の
真
の
社
会
貢
献
は
、
学
生
の
進
路
希

望
先
へ
の
就
職
と
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
接
続
契
機
を
与
え
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
大
学
の
教
育
機
関
と
し
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
充
足
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
②
米
国
型
の
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
、
学
生
の
自
己
実
現
を
支
援
し
、

九
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企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
真
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
。
③
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
米
国
の
み

で
な
く
欧
州
に
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。

④
そ
う
で
あ
れ
ば
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
指
す
方
向
が
長
期
必
修
の
欧
米
型
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
④
一
方
、
わ
が
国
の
観
光
系

学
部
生
は
、
自
国
の
短
期
選
択
就
業
体
験
型
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
③
な
ぜ
欧
米
型
を
わ
が
国
で
は
本
格
的
に
導
入
し
よ

う
と
す
る
気
運
が
高
ま
ら
な
い
の
か
。
そ
の
本
格
的
導
入
を
阻
む
隘
路
・
障
壁
は
な
に
か
。
今
後
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
ど
こ
に
向
か
う
の

か
。こ

れ
ら
問
題
意
識
の
解
明
を
図
る
た
め
、
今
回
は
次
の
よ
う
な
調
査
研
究
手
法
を
採
用
し
た
。
①
分
析
対
象
地
域
を
従
来
の
日
米
に
加

え
、
欧
州
地
域
か
ら
独
逸
を
新
た
な
対
象
と
し
、
日
米
独
と
比
較
と
す
る
。
②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
以
後
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
略
す
）
調
査
対
象
を
こ
れ
ま
で
の
大
学
観
光
系
学
部
・
観
光
企
業
中
心
か
ら
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
学
生
と
す
る
。
③
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
作
用
す
る
主
因
に
つ
い
て
、
新
た
に
暗
黙
知
習
得
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
、
学
生
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
視
点
か
ら
接
近
す
る
。
④
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
、
意
識
調
査
を
実
施
す
る
。

1
│

2
．
研
究
目
的
・
研
究
体
制
・
研
究
方
法

（
1
）　

研
究
体
制

太
田
和
男
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）、
那
須
幸
雄
（
文
京
大
学
）、
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
渡
辺
昇
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
に
よ
る
共
同

研
究
で
あ
る

（
2
）

。
そ
の
主
な
研
究
分
担
は
、
企
画
・
総
括
：
太
田
和
男
、
米
国
・
日
本
：
太
田
和
男
・
那
須
幸
雄
、
英
国
・
独
逸
：
千
葉
隆

一
、
日
本
：
渡
辺
昇　

で
あ
る
。

九
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（
2
）　

研
究
の
推
移
と
研
究
方
法

日
米
欧
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
研
究
の
推
移
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
二
〇
一
一
年
度
│
二
〇
一
三
年
度
、
日
米
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
研
究
。
②
二
〇
一
二
年
度
│
二
〇
一
三

年
度
、
日
米
独
英
の
観
光
企
業
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
研
究
。
③
二
〇
一
三
年
度
│
二
〇
一
四
年
度
、
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
選
択
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
研
究
。

以
下
は
、
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
概
要
で
あ
る
。

米
国
：
二
大
学
観
光
系
学
生　

三
六
票
回
収
（
二
〇
一
一
年
八
月
）。
日
本
：
二
大
学
の
観
光
系
学
生　

二
〇
票
回
収
（
二
〇
一
三
年
一
〇

│
一
一
月
）。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
兼
ね
て
い
る
。
独
逸
：
観
光
系
学
生
等　

八
票
回
収
（
二
〇
一
四
年
）。

研
究
方
法
は
、
次
に
述
べ
る
通
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
日
米
独
英
の
観
光
系
大
学
学
部
、
観
光
系
学
生
、
観

光
企
業
（
ホ
テ
ル
・
航
空
）
に
対
し
て
実
施
し
、
新
た
に
得
た
知
見
を
先
行
研
究
な
ど
と
と
も
に
統
合
・
解
釈
し
国
際
比
較
す
る
方
法
を

採
用
し
た

（
3
）

。

二
〇
一
一
年
九
月
、
米
国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
ハ
ワ
イ

大
学
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
は
ネ
バ
ダ
大
学
の
各
大
学
観
光
系
学
部
教
職
員
と
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
そ
の
際
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で
は
、
大
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
三
六
票
の
回
答
、
う
ち
三
〇
票
の

有
効
回
答
を
得
た
。
次
い
で
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
日
本
の
ホ
テ
ル
宛
に
合
計

三
〇
五
票
発
送
し
て
、
四
九
票
の
回
収
、
米
国
の
ホ
テ
ル
に
二
七
七
票
発
送
し
て
回
収
は
二
〇
票
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
二
〇
一
一
年
に
、
米
国
の
三
つ
の
ホ
テ
ル
の
人
事
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

九
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
三
五
）

二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
に
、
日
本
の
文
系
学
生
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
二
〇
名
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
兼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
日
本
の
航
空
会
社
一
社
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
独
逸
の
五
大
学
、
一
〇
ホ
テ
ル
、
一
旅
行
社
、
一
航
空
会
社
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
一
旅
行
社
、
一
航
空
会
社
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。
日
米
独
英
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
先
行
研
究
と
統
合
し
て
、
研

究
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
（
太
田
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四

（
4
）

）（
太
田
・
千
葉
・
那
須
、
二
〇
一
三

（
5
）

）。

仮
説
検
証
の
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
解
釈
と
合
わ
せ
て
先
行
研
究
を
検
証
し
、
米
国
観
光
系
学
部
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
担
当

教
職
員
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
ホ
テ
ル
の
人
事
責
任
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
の
一
部

は
太
田
（
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四
）
が
す
で
に
報
告
済
み
で
あ
る
。

1
│

3
．
用
語
の
定
義
と
解
釈

（
1
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
・
就
業
体
験
と
キ
ャ
リ
ア
開
発

イ
ン
タ
ー
ン
を
期
間
に
よ
り
区
分
し
、
期
間
一
カ
月
（
実
習
一
六
〇
時
間
）
未
満
を
短
期
、
一
カ
月
以
上
（
実
習
一
六
〇
時
間
）
を
長
期
と

定
義
す
る
。

次
に
イ
ン
タ
ー
ン
を
大
き
く
就
業
体
験
型
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（P

roject B
aced L

earning

：
課
題
解
決
）
型
の
三
タ
イ
プ
に

分
類
す
る
。
就
業
体
験
は
、
実
習
を
単
に
就
業
体
験
と
認
識
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
企
業
に
就
職
し

て
か
ら
も
職
務
遂
行
を
通
し
て
自
己
実
現
に
向
け
て
長
期
的
に
成
長
し
て
い
く
契
機
と
な
る
人
材
育
成
の
一
過
程
と
位
置
づ
け
る
型
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
、
企
業
・
機
関
や
大
学
か
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
タ
イ
プ
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
開
発
は
個
人
が

主
体
的
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
捉
え
、
環
境
変
動
に
対
応
し
つ
つ
、
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
業
務
遂
行
を
通
し
て
長
期
的
に
成
長
し
て

九
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い
く
過
程
を
指
す
。
従
来
、
わ
が
国
社
会
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
は
企
業
内
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
・
研
修
制
度
や
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
企

業
主
導
で
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
雇
用
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
れ
、
終
身
雇
用
制
度
の
見
直
し
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
中
で
、
個
人
自

ら
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
努
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
2
）　

暗
黙
知
と
形
式
知

比
較
基
準
と
し
て
暗
黙
知
と
形
式
知
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る

（
6
）

。
暗
黙
知
は
、
記
録
さ
れ
た
文
書
や
書
籍
に
よ
ら
な
い
で
視
聴
覚
を
通

し
て
伝
承
さ
れ
る
知
識
・
技
術
で
あ
る
。
一
方
、
形
式
知
は
暗
黙
知
の
対
語
で
あ
り
、
書
籍
や
資
料
と
し
て
記
録
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
る
知

識
・
技
術
で
あ
る
。

ポ
ラ
ー
ニ
ー
は
「
暗
黙
知
」
を
「
語
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
る
語
ら
ざ
る
部
分
に
関
す
る
知
識
」
と
し
て
い
る

（
7
）

。

ち
な
み
に
、
暗
黙
知
は
、
産
業
集
積
論
に
お
い
て
は
、
産
業
が
特
定
地
域
に
集
積
す
る
優
位
性
を
説
明
す
る
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
産
業
集
積
地
に
お
い
て
は
、
最
新
の
技
術
や
知
見
が
、
書
面
や
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
「
形
式
知
」
ば
か
り
で
な
く
、
同
種
の
産
業

が
密
集
し
て
い
る
た
め
、「
暗
黙
知
」
と
し
て
企
業
か
ら
企
業
へ
視
覚
や
擬
似
体
験
を
通
し
て
伝
わ
り
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
知
見
・
技
術

と
組
み
合
わ
さ
れ
、
新
製
品
、
新
素
材
使
用
、
新
組
織
、
新
市
場
な
ど
の
技
術
革
新
を
生
み
出
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

暗
黙
知
は
、
観
光
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
第
三
次
産
業
に
お
い
て
も
知
見
・
技
術
伝
達
の
有
力
な
一
形
態
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史

的
に
も
、
ギ
ル
ド
や
丁
稚
奉
公
な
ど
が
有
効
な
人
材
育
成
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
観
光
業

に
関
す
る
座
学
で
の
学
習
を
、
第
一
線
の
現
場
や
経
営
管
理
業
務
で
の
実
習
体
験
を
通
し
て
暗
黙
知
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
段
階
に
ま
で
高
め
う
る
効
果
が
あ
る
。

九
六



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
三
七
）

（
3
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
に
よ
る
習
得

太
田
・
千
葉
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
及
ぼ
す

効
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
米
独
の
学
生
、
観
光
企
業
、
大
学
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
情
報
を
収
集
し
、
暗
黙
知
習
得
に

つ
い
て
期
間
な
ど
の
量
的
側
面
と
実
習
業
務
内
容
な
ど
の
質
的
側
面
か
ら
分

析
し
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
に
お
い
て
そ
の
概
要
を
発
表
し
て
き

た
（
8
）

。
そ
の
結
果
、
欧
米
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
長
期
必
修
で
あ
り

量
的
質
的
に
暗
黙
知
習
得
に
十
分
対
応
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
結
び
つ
い
て

い
る
が
、
わ
が
国
の
短
期
選
択
方
式
は
就
業
体
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
見
出
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
研
究
過
程
と
成
果
を
よ
り
詳
細
に
説
明
す
る
。

（
4
）　

エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

社
会
人
基
礎
力
の
向
上
に
よ
る
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就
職
可
能

と
な
る
力
）
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
力
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
学
生
は
、
座
学
に

よ
る
形
式
知
（
基
礎
学
力
・
専
門
学
力
）
を
事
前
に
習
得
し
、
自
ら
の
目
標
や

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
定
め
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
（
実
習
）
の
中
で
暗
黙
知
で

あ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ら
び
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
訓

練
を
う
け
、
習
得
し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
の
仮
説
を
お
く
（
図

図 1　インターンによる暗黙知習得と座学の位置づけ
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二
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五
年
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月
）

（
八
三
八
）

1
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
導
入
し
た
教
育
の
成
果
と
影
響
に
関
す
る
概
念
で
あ
る
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
主
要
能
力
）
と
お
お
む
ね
同
義
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
9
）

。

キ
ャ
リ
ア
開
発
力
は
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
企
業
内
環
境
・
社
会
環
境
に
依
存
し
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
社
会
人
基
礎
力
、

基
礎
学
力
・
専
門
学
力
、
環
境
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
1
参
照
）。

①　

キ
ャ
リ
ア
開
発
力
＝
ｆ
（
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
企
業
内
・
社
会
環
境
）

②　

エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
＝
ｆ｛（
社
会
人
基
礎
力
）・（
基
礎
学
力
・
専
門
学
力
）・（
教
育
環
境
）｝

③　

社
会
人
基
礎
力
＝
ｆ
（
暗
黙
知
）
＝
ｆ｛（
イ
ン
タ
ー
ン
）
＝
（
イ
ン
タ
ー
ン
に
お
け
る
実
習
の
量
・
実
習
の
質
・
実
習
態
度
）｝、
で
あ
ろ
う
。

学
生
個
人
の
社
会
人
基
礎
力
が
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
か
な
り
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
も
わ
か
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
観
光
業
は
、
採
用
時
に
社
会
人
基
礎
力
を
最
も
重
視
し
て
い
る
（
図
1
参
照
）。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
社
会
人
基
礎
力
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
関
東
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
会
が
経
済
産
業
省
よ
り
受
託
し
た
調
査
で
も
立
証

さ
れ
て
い
る

（
10
）

。2
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
日
米
独
比
較

2
│

1
．
日
米
独
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
暗
黙
知
習
得
度
に
よ
る
検
証
目
的

（
1
）
統
計
的
検
証
結
果
と
統
合
的
解
釈
採
用
の
理
由

筆
者
は
、
日
米
独
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
比
較
に
際
し
て
、
本
論
所
載
の
図
2
か
ら
図
11
ま
で
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
日
米
独
の
回
答

の
差
違
の
有
無
をE

xcel

を
用
い
て
ｚ
検
定
に
よ
り
実
施
し
た
。

九
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
三
九
）

日
本
と
独
逸
と
で
は
、
ｐ
（
片
側
）
〇
・
〇
一
三
〈
〇
・
〇
五
、
Ｐ
（
両
側
）
〇
・
〇
二
六
〈
〇
・
〇
五
で
、
有
意
差
が
検
証
で
き
た
。
し

か
し
、
日
本
と
米
国
と
で
は
、
ｐ
（
片
側
）
〇
・
一
〇
〉
〇
・
〇
五
、
Ｐ
（
両
側
）
〇
・
二
〇
〉
〇
・
〇
五
で
あ
り
、
有
意
差
は
検
証
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
の
み
で
は
有
意
差
が
検
証
で
き
な
い
の
で
、
本
研
究
で
は
、
半
構
造
化
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
、
先
行
研
究
を
併
用
し
、
統
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）
暗
黙
知
習
得
度
に
よ
る
検
証

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
本
来
的
に
文
系
の
一
般
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
く
ら
べ
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
実
践
と
理
論
の
習
得
を
基
軸
に
お

く
た
め
暗
黙
知
に
よ
る
習
得
の
比
重
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
習
得
は
、
実
習
度
合
い
が

深
い
ほ
ど
効
果
的
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
実
習
は
、
①
選
択
よ
り
は
必
修
が
、
②
短
期
よ
り
長
期
が
、
③
単
数
回
よ
り
は
複
数

回
が
、
④
さ
ら
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
の
み
の
体
験
よ
り
は
形
式
知
で
得
た
経
営
管
理
を
実
際
に
活
用
す
る
経
験
も
包
含
す
る
実
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
方
が
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
度
の
う
ち
、
上
記
①
、
②
、
③
は
量
的
側
面
を
示
し
、
④
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
受
け
入
れ
業
務
、

責
任
度
合
な
ど
は
質
的
側
面
を
示
す
。
暗
黙
知
の
量
的
・
質
的
面
か
ら
、
日
米
独
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
比
較
検
証
し
、
就
職
後
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
連
に
つ
い
て
再
検
証
す
る
。

量
的
、
質
的
に
暗
黙
知
習
得
の
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
、
図
1
の
仮
説
で
示
す
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就
職
で
き
る
能
力
）、
そ
し
て

キ
ャ
リ
ア
開
発
力
が
高
い
は
ず
で
あ
る
。
太
田
・
千
葉
（
二
〇
一
三
）
は
、
観
光
企
業
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
米
国
の

長
期
必
修
型
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
日
本
の
短
期
選
択
型
に
比
べ
て
、
①
就
職
率
す
な
わ
ち
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
か
な
り
高
く
、

②
就
職
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
て
き
て
い
る

（
11
）

。
こ
こ
で
は
、
日
米
に
独
逸
を
加

九
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（
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月
）

（
八
四
〇
）

え
た
三
か
国
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
国
際
比
較
に
よ
り
、
暗
黙
知
の
量
的
・
質
的
面
に
着
目
し
て
、
各
国
、
な
か
ん
ず
く
わ
が
国
の
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
の
国
際
的
な
立
ち
位
置
を
一
層
明
確
に
し
、
今
後
の
め
ざ
す
方
向
を
探
ろ
う
と
す
る
。
米
国
に
お
け
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経

験
者
が
、
観
光
企
業
へ
の
就
職
時
に
お
け
る
有
利
性
、
就
職
後
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
相
対
的
優
位
性
を
も
つ
こ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
の
暗
黙
知
重
視
に
よ
り
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
が
高
ま
っ
た
た
め
と
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
暗
黙
知
習
得
機
能
を
あ
ま
り
意
識
し
な
い
選
択
制
の
短
期
就
業
体
験
型
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開

発
志
向
で
は
な
い
。
そ
れ
は
観
光
立
国
を
標
榜
す
る
わ
が
国
の
学
生
、
観
光
企
業
に
と
っ
て
望
ま
し
い
形
態
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
問
題
意
識
の
下
に
、
日
米
独
ア
ジ
ア
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
暗
黙
知
重
視
度
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
二
つ
の
視
点
か
ら
、

次
に
そ
の
実
態
と
課
題
に
接
近
す
る

（
12
）

。

2
│

2
．
暗
黙
知
取
得
志
向
度
を
判
断
す
る
指
標
に
よ
る
日
米
独
比
較

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
暗
黙
知
習
得
度
を
は
か
る
尺
度
と

し
て
、
そ
の
量
と
質
の
二
面
か
ら
比
較
す
る
。

観
光
に
関
す
る
暗
黙
知
習
得
志
向
度
を
示
す
量
的
指
標
と
し
て
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
暗
黙
知
習
得
志
向
を
め
ざ
す
た
め
の
仕
組
み
を

備
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
先
ず
分
析
す
る
。
暗
黙
知
習
得
志
向
度
を
示
す
指
標
と
し
て
量
的
面
か
ら
、
①
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
修
制
・

選
択
制
の
区
別
、
②
一
年
間
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
企
業
数
、
③
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
、
質
的
指
標
と
し
て
、
④
実
習
業
務
内

容
、
⑤
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果
、
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
。

2
│

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
量
的
側
面

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
量
的
側
面
を
最
も
端
的
に
表
す
の
は
時
間
で
あ
る
。

一
〇
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
一
）

（
1
）　

必
修
か
選
択
か
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
度
の
決
定
的
な
差
異

時
間
的
に
学
生
あ
る
い
は
学
科
生
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
量
的
側
面
に
決

定
的
と
も
い
え
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
科
目
の
選
択
・
必
修
の
差
異
で
あ

る
。
観
光
系
学
部
生
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
必
修
で
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
暗
黙

知
の
習
得
量
は
選
択
制
に
比
べ
格
段
に
高
く
な
る
。
観
光
系
学
生
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン

は
米
独
の
場
合
一
〇
〇
％
必
修
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
選
択
で
あ
る
。
先
ず
、

わ
が
国
と
米
独
と
で
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
決
定
的
な
暗
黙
知
習
得
機
会
の
差
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
期
間

次
に
量
的
側
面
か
ら
重
視
さ
れ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン
期
間
で
あ
る
。

期
間
「
三
カ
月
超
│
六
カ
月
」
が
最
も
多
い
の
は
独
逸
（
七
五
％
）
で
あ
り
、
米
国
は

四
一
％
、
日
本
は
〇
で
あ
る
（
図
2
）。
独
米
は
、
暗
黙
知
重
視
の
傾
向
が
強
い
が
、
わ

が
国
は
「
二
週
間
│
一
カ
月
以
内
」
が
一
〇
〇
％
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
が
二
週
間
と

な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
一
部
に
期
間
六
カ
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
ホ

テ
ル
も
存
在
す
る
が
、
総
じ
て
み
れ
ば
二
週
間
前
後
と
短
期
で
あ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
「
一
カ
月
以
内
」
は
、
独
逸
で
は
ゼ
ロ
、
米
国
で
は
二
六
％
に
す
ぎ

な
い
が
、
わ
が
国
で
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
一
方
、「
一
カ
月
以
上
」
の
長
期
イ
ン
タ
ー

図 2　観光系学生のインターン期間（複数回答可：％）

一
〇
一
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ン
は
、
米
国
で
は
全
体
の
三
分
の
二
、
独
逸
で
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
独
逸
で
は
「
一
カ
月
以

上
│
三
カ
月
以
内
」
が
三
八
％
、「
三
カ
月
│
六
カ
月
」
七
五
％
と
、
三
│
六
カ
月
が
常
態
で

あ
る
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
独
逸
、
米
国
で
は
長
期
で
あ
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
前
提
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（
3
）　

学
生
一
人
当
た
り
一
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
企
業
数

こ
の
ほ
か
量
的
な
面
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
実
習
企
業
数
が
あ
る
。

一
年
間
に
お
け
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
企
業
数
は
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
学
生
の
熱
意
、
イ

ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
位
置
づ
け
な
ど
を
総
合
し
た
結
果
で
あ
る
。

一
年
間
に
「
二
社
以
上
」
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
よ
う
に
四
〇
〇
時
間
を

超
え
る
残
り
の
四
〇
〇
時
間
に
つ
い
て
は
、
他
の
企
業
ま
た
は
同
一
企
業
内
で
あ
れ
ば
全
く
異

種
の
職
務
実
習
を
義
務
付
け
る
な
ど
、
観
光
系
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
の
熱
心
さ

の
反
映
で
も
あ
る
。

一
年
間
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
を
二
社
以
上
」
の
体
験
者
は
、
独
逸
で
は
五
割
、
米
国
と
わ
が
国

は
そ
れ
ぞ
れ
一
割
で
あ
る
（
図
3
）。
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
は
、
①
他
の
学
科
の
単
位
取
得
優

先
、
②
ア
ル
バ
イ
ト
時
間
が
ほ
し
い
、
③
イ
ン
タ
ー
ン
が
就
職
に
直
接
つ
な
が
ら
な
い
、
な
ど

か
ら
、
一
社
に
限
定
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
二
〇
一
四
年
以
降
、
実
態

は
就
職
説
明
会
で
あ
る
ワ
ン
デ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ン
が
急
増
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
国
際
比

図 3　 1年間に何社のインターンに参加したか（％）

一
〇
二
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光
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較
上
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
含
め
な
い
。

量
的
な
増
加
は
、
暗
黙
知
習
得
機
会
の
増
加
と
な
り
質
的
な
向
上
を
も
た
ら
す
。
参
加
社
数
は
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
で
あ
る
。

2
│

4
．
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
に
お
け
る
品
質

（
1
） 　

暗
黙
知
習
得
に
関
し
て
質
的
に
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
の
実
習
業
務
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

質
的
な
側
面
で
は
、
暗
黙
知
習
得
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ン
者
の
意
欲
、
受
入
れ
企
業
の
受
け
入
れ
態

勢
と
取
組
姿
勢
で
あ
る
。
特
に
、
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
暗
黙
知
習
得
に
関
し
て
質
的
に
最
も
重
要
な
要
素
と
し
て
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
代
理
変
数
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
の
業
務
の
質
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

質
的
に
優
れ
た
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
業
志
望
学
生
の
自
己
実
現
は
Ｇ
Ｍ
な
ど
経
営
者
に
な
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
前
提
を

置
け
ば
、
フ
ロ
ン
ト
・
料
飲
・
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
第
一
線
部
門
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
管
理
・
広

報
、
金
融
財
務
、
営
業
な
ど
経
営
管
理
部
門
と
の
受
け
入
れ
部
門
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
均
衡
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
現
場
で
あ
る
第

一
線
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
経
営
管
理
部
門
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
両
面
の
暗
黙
知
で
の
習
得
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
質
的
な
判
定
基
準
と
し
て
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
同
時
に
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
習
得
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
経
営
管

理
志
向
が
高
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
の
は
、
独
逸
で
あ
り
、
次
い
で
、
米
国
で
あ
る
。

わ
が
国
は
第
一
線
業
務
偏
重
、
単
純
業
務
偏
重
で
あ
り
、
質
的
に
独
米
と
は
異
質
な
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
が
国
の

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
短
期
の
た
め
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
践
に
の
み
集
中
し
、
経
営
管
理
、
金
融
財
務
な
ど
に
ほ
と
ん
ど
注
意
が
は
ら

一
〇
三
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わ
れ
な
い
の
で
、
質
的
に
は
独
米
に
は
及
ば
な
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
は
フ
ロ
ン
ト
、
料
飲
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
現
場
業
務
に

集
中
し
て
い
る
。
米
国
は
フ
ロ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営
管
理
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
第
一
線
を
結
果
的
に

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
独
逸
は
経
営
管
理
・
金
融
財
務
な
ど
経
営
管
理
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
米
独
に
見
ら
れ
る
第
一
線
と
管
理
部
門
の
均

衡
の
と
れ
た
暗
黙
知
習
得
は
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
効
果
的
で
あ
り
、
就
職
後
、
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
が
、
未
経
験
者
に
比

べ
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
（
太
田
（
二
〇
一
四

（
13
）

））。

具
体
的
な
実
習
業
務
を
み
る
と
、
わ
が
国
で
は
「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ロ
ン
ト
」
が
八
〇
％
で
最
大
、
次
い
で
、「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
」
三
五
％
、「
料
理
飲
食
」
三
〇
％
と
続
き
、
第
一
線
の
接
客
現
場
に
集
中
し
て
い
る
。
四
位
は
「
空
港
業
務
」、「
経
営
管
理
・
広

報
」
で
あ
る
。
米
国
で
は
、「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ロ
ン
ト
」
四
五
％
、「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
」
三
％
と
両
部
門
で
は
四
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、「
経
営
・
企
画
・
総
務
・
広
報
・
人
事
」
の
「
経
営
管
理
・
広
報
」
は
合
計
一
九
％
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
一
三
％
、

「
金
融
財
務
」
三
％
で
、
合
計
四
割
弱
が
管
理
部
門
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
五
％
と
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
独

逸
は
「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ロ
ン
ト
」
一
〇
〇
％
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
習
得
し
、「
経
営
・
企
画
・
総
務
・
人
事
」
の
合
計
八
八
％
、

「
金
融
・
財
務
」
合
計
七
五
％
で
わ
か
る
よ
う
に
、
経
営
も
暗
黙
知
に
よ
り
徹
底
し
て
習
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
暗
黙
知
習

得
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
か
ら
は
、
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
と
な
る
。

米
独
の
観
光
企
業
と
大
学
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
に
よ
る
教
育
機
能
を
活
用
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
視
点
か
ら

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
経
営
管
理
を
同
時
に
習
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
観
光
系
大
学
・
企
業
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
単
な

る
就
業
体
験
と
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、
接
客
時
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー

ン
の
位
置
づ
け
が
、
就
業
体
験
重
視
で
あ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
全
く
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
そ
れ
が
欧
米
と
は
か
な
り

一
〇
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
五
）

図 4　インターンの業務（複数回答可：％）

図 5　インターン業務の責任度（複数回答可：％）

一
〇
五
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異
質
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
質
を
示
す
業
務
の
責
任
度

わ
が
国
は
、
現
場
業
務
中
心
の
た
め
「
社
員
の
補
助
」
が
最
多
で
あ
る
が
、

「
社
員
と
同
業
務
」
も
多
い
（
図
5
）。
米
国
と
独
逸
は
「
社
員
と
同
業
務
」

が
最
大
で
、「
社
員
と
同
業
務
」
が
相
対
的
に
最
多
に
な
っ
て
い
る
の
が
独

逸
で
あ
る
。
業
務
の
責
任
度
は
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
で
あ
る
。

（
3
）　

事
前
授
業

質
的
側
面
を
示
す
指
標
と
し
て
事
前
授
業
・
事
後
授
業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
、
す
な
わ
ち
教
育
課
程
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
質
的
な
水
準
を
示
す
指
標

と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
参
考
指
標
程
度
に
受
け
と
め
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

わ
が
国
は
「
マ
ナ
ー
」
一
〇
〇
％
、「
業
界
事
情
・
業
務
」
研
究
も
実
施
、

米
国
は
「
業
界
・
業
務
」
研
究
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
独
逸
は
「
マ

ナ
ー
」
一
〇
〇
％
で
あ
る
（
図
6
）。

わ
が
国
は
、
網
羅
的
に
事
前
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
事
前

授
業
に
は
特
に
効
果
的
と
さ
れ
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
よ
り
実
施
す
る

図 6　事前授業（複数回答可：％）

一
〇
六



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
四
七
）

図 7　インターンの参加学年（複数回答可：％）

図 8　インターンの時期（％）

一
〇
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ケ
ー
ス
が
二
割
あ
り
、
注
目
さ
れ
る

（
14
）

。

（
4
）　

参
加
学
年

わ
が
国
は
「
三
年
」
次
、
米
国
は
「
二
│
四
年
」
中
心
で
あ
る
が
「
三
年
」
次
が

最
多
、
独
逸
は
「
二
│
四
年
」
で
「
二
年
」
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
（
図
7
）。
米

国
の
「
三
年
」
次
は
三
年
修
了
後
の
夏
セ
メ
ス
タ
ー
に
行
う
の
で
、
実
質
四
年
と

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
幅
広
い
年
次
に
受
け
ら
れ
る
方
が
望

ま
し
い
。
学
年
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
雇
用
環
境
の
影
響
を
受
け
る
の
で
質
的
内
容

を
示
す
参
考
指
標
で
あ
る
。

（
5
）　

実
施
時
期

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
育
シ
ス
テ
ム
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
質
に
つ
い
て
の

評
価
要
因
と
し
て
は
あ
る
程
度
、
限
定
的
と
い
え
よ
う
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
時
期

は
、
わ
が
国
は
「
夏
期
休
暇
」
に
集
中
、
米
国
は
分
散
、
独
逸
は
「
学
期
中
」
で
あ

る
（
図
8
）。
た
だ
し
、「
学
期
中
」
に
多
い
独
逸
は
六
カ
月
と
長
期
に
わ
た
る
か
ら

で
あ
り
質
的
に
高
い
。
米
国
は
「
秋
セ
メ
ス
タ
ー
」、「
春
セ
メ
ス
タ
ー
」、「
夏
セ
メ

ス
タ
ー
」
と
分
散
し
て
い
る
。
欧
米
の
時
期
分
散
型
は
、
夏
期
集
中
型
の
わ
が
国
よ

り
は
、
弾
力
性
が
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
縛
り
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ン
の
あ
り
方
と
し
て
は
良
質
と
判
定
で
き
る
。

図 9　報酬等の支給（複数回答可：％）
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観
光
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（
6
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
報
酬

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
企
業
へ
の
評
価
は
、
お
お
む
ね
報
酬
に
表
れ
る
。「
報
酬
支
給
」
は
日
本
が
一
六
％
、
米
国
で
は
六
〇
％
、
独
逸

は
一
〇
〇
％
で
あ
る
（
図
9
）。
米
国
、
独
逸
は
長
期
で
あ
り
企
業
貢
献
度
も
高
い
結
果
が
、「
報
酬
支
給
」
率
の
高
さ
に
表
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
米
国
で
は
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
無
報
酬
で
実
施
す
る
観
光
企
業
が
あ
る
。
米
国
で
も
、
依
然
使
い
捨
て
型
の
長
期
の
無
給
イ

ン
タ
ー
ン
が
か
な
り
あ
る
。
米
国
で
は
、
無
給
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
双
方
が

無
給
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
合
意
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
な
い
場
合
に
は
、
雇
用
者
に
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
学
生
が
不
満
を
言
い
、
大
学
や
国
会
が
報
酬
支
給
を
指
導
し
て
い
る

（
15
）

。

イ
ン
タ
ー
ン
の
①
量
的
面
の
実
習
期
間
、
②
質
的
面
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
重
視
、
業
務
責
任
度
を
合
わ
せ
た

受
け
入
れ
機
関
の
総
合
的
評
価
尺
度
と
し
て
の
報
酬
支
給
率
は
、
い
ず
れ
も
独
逸
、
米
国
、
日
本
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

2
│

5
．
国
際
的
に
異
質
な
日
本
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題

こ
の
研
究
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
わ
が
国
大
学
観
光
系
学
部
や
観
光
企
業
で
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
接
続
を
展
望
す

る
米
独
と
は
対
照
的
に
短
期
中
心
の
就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
②
イ
ン
タ
ー
ン
が
必
修
で
成
果
に
対
す
る
報
酬

支
給
の
多
い
欧
米
と
は
異
な
り
、
選
択
型
で
無
報
酬
が
主
流
で
あ
る
こ
と
が
加
わ
っ
て
、
観
光
系
志
望
学
生
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
度
の
高

い
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
率
が
き
わ
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
16
）

。

欧
米
型
の
普
遍
的
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
長
期
に
よ
る
暗
黙
知
習
得
重
視
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
学
生
の
自
己
実

現
や
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
大
学
の
教
育
機
能
向
上
に
資
す
る
「
長
期
的
な
社
会
貢
献
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
企
業
が
そ
の
経
験
・
効
果
を
評
価
し
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
の
た
め
に
コ
ス

一
〇
九
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ト
を
か
け
て
実
施
す
る
短
期
的
意
味
で
の
「
社
会
貢
献
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
で
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
の
学
生
は
、
観

光
系
企
業
へ
の
強
い
就
職
希
望
を
持
っ
て
い
る
の
で
（
図
10
参
照
）、

そ
の
希
望
に
こ
た
え
、
観
光
系
企
業
、
教
育
機
関
、
学
生
が
、

「
三
方
よ
し
」
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ

り
方
が
要
請
さ
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ン

は
、
一
九
〇
六
年
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
の
ハ
ー
マ
ン
・
シ
ュ
ナ

イ
ダ
ー
が
、
工
学
部
学
生
が
産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
野
中
で
、

座
学
に
よ
る
形
式
知
習
得
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
で
、
就
職

難
に
直
面
し
て
い
た
の
を
懸
命
に
打
開
し
よ
う
と
し
て
、
企
業
に

お
け
る
暗
黙
知
習
得
を
目
指
し
て
開
始
し
た
も
の
で
あ
る

（
17
）

。
イ
ン

タ
ー
ン
導
入
の
成
果
は
、
学
生
の
就
職
率
の
顕
著
な
改
善
と
し
て

表
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
原
点
、
い
わ
ば
そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
も
、
学
生
の
暗
黙
知
習
得
を
高
め
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
へ
の
参
加
が
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
。
今
後
に
残
さ
れ
た
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

図10　観光インターン先の選択基準（％）

（注） 　複数回答可であるが、米国インターン生は単一回答としたとみられるの

で、各項目が実態より低くでている。
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
五
一
）

2
│

6
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
と
キ
ャ
リ
ア
開
発

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
中
で
、
日
米
独
で
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
選

択
基
準
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
関
連
度
の
高
い
視
点
か
ら
の
比
較
分
析
に
よ
り

接
近
す
る
。

（
1
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
選
択
基
準

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
選
択
基
準
と
し
て
は
、
独
逸
、
米
国
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
、「
専
攻
に
関
連
の
業
種
・
職
種
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
わ

が
国
で
は
「
就
職
希
望
の
業
種
・
職
種
」
が
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
（
図

10
）。
米
独
の
観
光
学
部
学
生
は
進
路
を
ほ
と
ん
ど
観
光
業
に
絞
っ
て
入

学
し
て
お
り
、
就
職
希
望
業
種
の
選
択
は
終
了
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ン
先
と
し
て
は
「
専
攻
に
関
連
す
る
業
種
を
業
種
・
職
種
」
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
を
選
択
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
今
回
の
わ
が
国
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象
学
生
は
、
外
国
学
部
、
国
際
学
部
で
あ
っ
た
た
め
観

光
が
「
専
攻
に
関
連
の
業
種
・
職
種
」
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
か
な
り

影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

図11　インターンの目的（複数回答可：％）
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そ
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
で
は
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
就
職
に
有
効
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、「
就
職
を
希
望
の
業
種
、
職
種
」
が

イ
ン
タ
ー
ン
先
選
択
の
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
わ
が
国
の
よ
う
に
、
就
職
に
結
び
つ
け
な
い
よ

う
に
公
に
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
潜
在
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
選
択
に
際
し
て
は
先
ず
進
路
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ

と
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
も
と
も
と
学
生
か
ら
就
職
へ
の
接
続
の
た
め
に
米
国
で
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

（
18
）

。

も
ち
ろ
ん
青
田
刈
り
は
教
育
の
理
念
や
効
果
の
面
か
ら
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
で
あ
る
が
、
企
業
に
接
続
す
る
た
め
に

イ
ン
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
本
来
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
機
能
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
資
源
の
最
適
配
分
か
ら
み
て
効
率
的
で
は
な
い
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的

わ
が
国
は
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」
が
最
大
で
、
次
い
で
「
基
礎
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
11
）。
対
象
的

な
の
は
独
逸
で
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」
の
ゼ
ロ
に
対
し
、「
専
門
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
専
門
知
識
・
技
能
の
習
得
」、「
基

礎
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
基
礎
知
識
・
技
能
の
習
得
」
は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
独
逸
と
わ
が
国
の
お
お
む

ね
中
間
に
あ
り
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」、「
専
門
知
識
・
技
能
の
習
得
」、「
基
礎
知
識
・
技
能
の
習
得
」
が
ほ
ぼ
同
一
水
準
で
高

く
な
っ
て
い
る
。

各
項
目
の
「
明
確
化
」
は
、
暗
黙
知
の
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
習
得
」
の
段
階
で
暗
黙
知
に
よ
る
習
得
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
で
は
、
わ
が
国
で
は
暗
黙
知
に
よ
る
習
得
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
、
独
米
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て

の
暗
黙
知
習
得
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
は
、「
進
路
・
就
職
先
の
明
確
化
」
が
あ
っ
て
、「
基
礎
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
基
礎
知
識
・
技
能
の

習
得
」、
さ
ら
に
「
専
門
知
識
・
技
能
の
明
確
化
」、「
専
門
知
識
・
技
能
の
習
得
」
へ
と
進
み
、
そ
れ
ら
が
採
用
に
結
び
つ
き
、
就
職
後

一
一
二
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光
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の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
集
合
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
自
己
実
現
を
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
寄

与
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
認

識
が
定
か
で
な
い
段
階
に
あ
り
、
明
確
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
過
程
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
独
米
と
は
隔
た
り
が
大
き
い
。

（
3
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
最
大
の
効
果
を
み
る
と
、
わ
が
国
は
「
進
路
の
明
確
化
」
が

ト
ッ
プ
、
次
い
で
「
働
く
意
義
の
実
感
」、
三
位
「
就
職
全
般
に
有
利
」、「
観
光
・

ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
続
き
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
関
係
と
は
稀
薄

で
あ
る
（
表
1
）。

対
照
的
に
独
逸
で
は
、「
観
光
ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
「
必
修
科
目
」

が
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
独
逸
は
明
確
な
観
光
業
界
へ
の
就
職
志
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
当
然
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
米
国
は
そ

の
中
間
で
、「
進
路
の
明
確
化
」
が
一
位
だ
が
、
二
位
「
実
習
先
へ
の
就
職
に
有
利
」、

三
位
「
観
光
・
ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
就
職
・

キ
ャ
リ
ア
開
発
に
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
米
独
で
は
暗
黙
知
習
得
重
視
に
よ
り
即
戦
力

と
し
て
企
業
で
の
業
務
遂
行
に
接
続
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
初
動
段
階
に
組

表 1　観光インターンの最大の効果（複数回答可）

日本
n ＝17

米国
n ＝31

独逸
n ＝8

実習先への就職に有利 ② ②

観光・ホテル業界への就職に有利 ① ① ①

就職全般に有利 ⑤ ④

進路の明確化 ① ①

専門的学業の習得に際しての目標の明確化 ② ③

専門的学業習得に有効な動機付け ⑥ ⑦

働く意義の実感 ④ ⑤

資格 ⑥ ⑦

必修科目 ─ ─ ①

一
一
三
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み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
暗
黙
知
習
得
軽
視
の
短
期
就
業
体
験
型
で
あ
り
、
経
営
管
理
部
門
で
の
実
習
は
少
な
く
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
入
り
口
手
前
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

2
│

7
．
日
米
独
大
学
観
光
系
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
教
育
に
お
け
る
相
違
と
そ
の
原
因

（
1
）　

わ
が
国
の
短
期
・
選
択
体
験
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
源
流
は
新
卒
一
括
採
用

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
位
置
づ
け
は
、
米
独
と
は
か
な
り
異
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
主
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
太
田
（
二
〇
一
四
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
卒
一
括
採
用
と
い
う
日
本
独
特
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
で
あ
ろ
う

（
19
）

。
わ
が
国
観
光
企
業
は
、

①
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
や
専
門
分
野
な
ど
は
考
慮
し
な
い
で
、
②
潜
在
能
力
が
高
い
と
判
定
さ
れ
る
学
力
優
秀
な
層
に
属
し
、
②
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
く
、
③
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
能
力
の
あ
る
人
材
を
確
保
し
、
社
内
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
集
合
研
修
な
ど
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
開

発
を
行
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
20
）

。

し
た
が
っ
て
、
観
光
企
業
は
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
を
期
待
し
な
い
。
ま
た
、
大
学
は
観
光
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
あ

ま
り
な
い
専
門
科
目
の
知
の
習
得
と
融
合
し
た
技
術
の
伝
承
に
よ
る
即
戦
力
養
成
を
め
ざ
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
重
視
し
な
い
。
こ
の
延
長

上
に
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
社
会
人
基
礎
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
マ
ナ
ー
の
向
上
な
ど
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
一

環
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
も
進
路
決
定
の
た
め
の
就
業
体
験
を
要
請
す
る
に
と
ど
ま
る
。

米
独
の
新
卒
は
、
学
歴
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
各
科
目
成
績
の
加
重
平
均
値
）、
専
門
知
識
・
技
術
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
実
績
を
判
定
基
準
と
し
た

即
戦
力
が
求
め
ら
れ
る

（
21
）

。
企
業
が
仕
事
に
必
要
な
人
材
を
採
用
す
る
か
ら
即
戦
力
を
求
め
る
欧
米
で
は
、
大
学
は
学
生
に
座
学
で
基
礎
知

識
・
技
術
、
専
門
知
識
・
技
術
な
ど
形
式
知
を
習
得
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
さ
ら
に
そ
れ
を
業
務
遂
行
上
機
能
さ
せ
る
た
め
の
暗
黙
知

習
得
を
要
請
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
米
で
は
、
即
戦
力
を
得
る
た
め
に
学
生
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
を
要
請
さ
れ
、

一
一
四



観
光
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大
学
は
こ
れ
に
こ
た
え
る
即
戦
力
要
請
志
向
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
米
独
の
観
光
系
学
部
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
営
能
力
養
成
の
た
め
の
金
融
・
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
科
目
と
こ
れ
ら
を
暗
黙
知
に
よ
り
習
得
す
る
た
め
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
科
目
を
必
習
と
す
る
（
観
光
庁
二
〇
一
〇
、
太
田
二
〇
一
四

（
22
）

）。
ち

な
み
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
学
部
の
学
士
要
件
一
二
〇
単
位
中
六
割
の
七
二
単
位
は
、
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
の

専
門
・
選
択
必
修
科
目
か
ら
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
で
六
〇
〇
時
間
以
上
のw

ork 

experience

（
イ
ン
タ
ー
ン
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
観
光
系
学
部
の
場
合
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
系
の
金
融
財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
経
営
系
の
必
修
科
目
が
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
短
期
の
選
択
科
目
と
さ
れ
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
就
業
体
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
じ
め
イ
ン
タ
ー
ン
全
体
の
増
加
テ
ン
ポ
は
か
な
り
緩
慢
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
の
イ

ン
タ
ー
ン
へ
の
学
生
参
加
率
は
二
％
強
で
四
年
間
に
換
算
し
て
も
一
〇
％
程
度
と
、
八
割
の
米
国
、
五
割
弱
の
英
国
に
く
ら
べ
、
依
然
か

な
り
低
位
に
あ
る
。

こ
の
原
因
は
、
上
で
指
摘
し
た
わ
が
国
独
特
の
新
規
一
括
採
用
な
ど
雇
用
制
度
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
イ
ン
タ
ー
ン
や
専
門
分
野
、
即
戦

力
に
期
待
し
な
い
と
す
る
価
値
観
な
ど
が
、
彼
我
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
有
用
性
に
つ
い
て
の
認
識
の
大
き
な
差
異
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
わ
が
国
は
新
卒
一
括
採
用
一
辺
倒
で
は
な
く
、
即
戦
力
を
求
め
て
中
途
採
用
を
一
部
で
徐
々
に
、
併
用
し
て
き
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
新
卒
一
括
採
用
が
容
易
に
減
少
に
向
か
わ
な
い
の
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
た
め
と
い
わ
れ
る
。

一
一
五
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第
一
に
は
、
わ
が
国
企
業
に
と
っ
て
は
、
一
部
の
理
系
学
卒
・
院
卒
や
専
門
学
校
卒
業
者
を
除
き
、
即
戦
力
に
は
程
遠
い
学
卒
者
を
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
に
よ
り
育
成
し
た
方
が
、
中
途
採
用
者
の
離
職
率
の
高
さ
を
考
慮
す
れ
ば
依
然
、
効
率
的
な
こ
と
で
あ
る
。
専
門
能
力
の
あ

る
中
途
採
用
者
に
は
こ
れ
ま
で
の
企
業
文
化
に
染
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
採
用
企
業
に
中
途
採
用
者
が
適
応
す
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
か
ら
見
れ
ば
、
常
に
効
率
的
と
も
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
わ
が
国
企
業
に
お
い
て
最
も
保
守
的
な
組
織
と
さ
れ
る
人
事
部
が
、
従
来
の
新
卒
一
括
採
用
方
針
を
堅
守
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

今
後
も
中
途
採
用
者
の
割
合
が
緩
や
か
に
増
え
る
も
の
の
、
雇
用
市
場
に
お
い
て
は
、
新
卒
一
括
採
用
が
な
お
圧
倒
的
と
も
い
え
る

シ
ェ
ア
を
持
続
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
こ
の
ま
ま
で
は
、
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
へ
の
シ
フ
ト
が
容
易
に
進
ま

な
い
状
況
を
示
唆
す
る
。

（
2
）　

わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
短
期
選
択
制
と
「
試
用
期
間
制
度
」

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
は
新
卒
採
用
時
に
二
│
六
カ
月
の
「
試
用
期
間
」
を
設
け
る
例
が
多
い
。
採
用
と
同
時
に
「
試
用
期
間
」
も
含

め
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
り
組
織
に
順
応
で
き
る
専
門
職
業
能
力
を
有
す
る
労
働
力
を
育
て
上
げ
て
い
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。「
試
用
期
間
」

は
、
有
給
の
米
国
型
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
と
同
様
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
機
能
を
有
す
る
の
で
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
普
及
し
な
い

理
由
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
た
し
か
に
、「
試
用
期
間
」
中
の
採
用
者
は
法
的
に
は
雇
用
者
で
あ
り
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
は
異
な
る

が
、
機
能
的
に
は
専
門
の
職
務
を
教
え
ら
れ
る
有
給
の
「
実
習
」
期
間
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、

わ
が
国
企
業
は
、
学
生
に
こ
と
さ
ら
に
採
用
以
前
に
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
や
経
験
を
要
請
す
る
必
要
は
な
い
と
も
い
え
る
。
も
っ
と
も
三
│

六
カ
月
の
「
試
用
期
間
」
制
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
を
重
視
す
る
米
独
英
は
じ
め
中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
に
も
広
く
存
在
し
て
お
り
、
わ

一
一
六
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光
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が
国
独
特
の
制
度
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
試
用
期
間
」
制
度
は
機
能
面
か
ら
見
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
あ
る
程
度
イ
ン
タ
ー
ン
の
代
用

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
き
れ
な
い
事
実
で
あ
る

（
23
）

。

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
モ
デ
ル
の
課
題
と
展
望

3
│

1
．
環
境
変
動
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
、
各
国
の
雇
用
環
境
や
そ
の
教
育
の
理
念
、
伝
統
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
問
題

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
優
れ
て
い
る
か
は
軽
々
に
判
断
で
き
な
い
。
現
在
の
環
境
で
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
そ
れ

ぞ
れ
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
存
在
し
て
い
る
も
の
は
善
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
も
短
期
の
就
業
体
験
中
心
で
あ
り
な
が
ら
、
一
部
に
長
期
も
混
在
す
る
あ
り
方
は
、
わ
が
国
の
環
境
に
対
応
し
た
も
の
と
い
え
る
。

わ
が
国
の
人
材
育
成
思
想
は
、
お
お
む
ね
潜
在
能
力
養
成
型
で
あ
っ
て
、
即
戦
力
向
上
志
向
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
企
業
に
お
い
て
も
、

新
卒
一
括
採
用
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
中
心
の
社
内
教
育
が
効
率
的
な
人
材
育
成
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
企
業
内
の
同
期
会
な
ど

の
形
態
で
、
年
功
序
列
賃
金
を
支
え
、
組
織
重
視
の
日
本
型
経
営
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
環
境
は
変
動
し
つ
つ
あ
る
。
潮
流
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
た
と
え
ば
、

日
立
製
作
所
が
、
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
人
材
確
保
を
め
ざ
し
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
か
ら
管
理
職
の
年
功
序
列
賃
金
を
廃
止
し
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
る
給
与
支
給
に
改
革
し
た
よ
う
に
、
今
後
と
も
着
実
に
進
行
す
る
。

新
卒
一
括
採
用
は
、
横
並
び
重
視
・
秩
序
重
視
の
日
本
型
企
業
文
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

国
際
競
争
力
強
化
の
要
請
は
、
観
光
企
業
に
お
い
て
も
国
際
的
労
働
市
場
も
巻
き
込
ん
だ
即
戦
力
重
視
傾
向
を
し
だ
い
に
高
め
る
よ
う
に

一
一
七
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作
用
し
、
中
途
採
用
者
比
率
を
次
第
に
上
昇
さ
せ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
唯
一
異
質
で

あ
る
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
変
化
方
向
は
、
普
遍
的
な
欧
米
型
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
緩
や
か
な
シ
フ
ト
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
今
後
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
あ
り
方
の
典
型
的
な
方
向
を
指
し
示
す
と
み
ら
れ
る
米
国
型
を
観
察
し
、
そ
こ
に
至
る
条
件
と

円
滑
な
移
行
工
程
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

3
│

2
．
先
進
米
国
大
学
の
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン

コ
ー
ネ
ル
大
学

（
24
）

、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学

（
25
）

、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学

（
26
）

、
と
ネ
バ
ダ
大
学

（
27
）

の
四
つ
の
大
学
の
観
光
部
門
に
つ
い
て
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
よ
り
、
米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
実
態
を
観
察
す
る
。

（
1
）　

先
進
米
国
大
学
の
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
科
目
の
バ
ラ
ン
ス

ⅰ
．
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
と
専
門
科
目
の
比
率

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
のC

onrad N
. H

ilton C
ollege of H

otel and R
estaurant M

anagem
ent

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
る
と
、
①

基
礎
科
目
四
八
単
位
、H

otel and R
estaurant M

anagem
ent

（
専
門
科
目
）
七
二
単
位
の
合
計
一
二
〇
単
位
、
②
六
〇
〇
時
間
以
上
の

観
光
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
が
学
卒
の
卒
業
要
件
で
あ
る
。
六
割
が
専
門
科
目
と
な
っ
て
い
る
。

ⅱ
．
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
と
高
就
職
率

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
本
拠
地
オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
。
同
市
は
米
国
観
光
客
の
都
市
訪
問
の
ト
ッ
プ

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
競
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
間
も
な
い
二
〇
一
〇
年
も
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
は
高
就
職
率
を
維
持
し
た
。
そ
の
要
因
は
、D

r.

H
A
R
A

（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ン
の
暗
黙
知
習
得
に
よ
る
即
戦
力
・
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ

一
一
八



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
五
九
）

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
管
理
知
識
（
人

事
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
管
理
会
計
・

財
務
管
理
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
の
形
式
知
）
を
同
時
に
保
有

し
て
い
る
た
め
に
、
即
、
下
級
管
理

職
（
主
任
、
課
長
補
佐
）
と
し
て
使
え

る
こ
と
が
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
28
）

。（
2
）　

米
国
観
光
系
学
部
の
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
の
実
態
と
特
質

以
下
、
本
論
全
て
の
表
や
文
中
で
、

①
コ
ー
ネ
ル
大
学
はC

ornell 

U
niversity

のS
chool of H

otel 

A
dm

inistration

の
略
称
、
②
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
は

U
niversity of C

entral F
lorida

のR
osen C

ollege of H
ospitality 

表 2　米国 4大学の観光インターンの概要

コーネル大学
（2010）

セントラル
フロリダ大学

（2010）

ヒューストン大学
（2010）

ネバダ大学
（2013）

科目としての
必修・選択別 必修 必修 必修（有給） 2

＋選択（無給） 1 必修

単位数 2 単位 3 単位＊ 2 ─ 3 単位 3 単位

インターンの
期間

800時間以上
（ 5 カ月以上）

800時間─1000時間
（ 5 カ月─ 6 カ月）＊＊ 3 カ月以上 6 カ月

有給200時間以上
＋無給90時間
または120時間
（ 約 2 カ月）

年間の
インターン
合計数（人）

約468 900─1000 約200 約500

（注）＊セントラルフロリダ大学では、有給以外のインターンは認めない。
＊＊セントラルフロリダ大学では、このほかに co-op 方式がある（29）。co-op

の期間は、 8 －12カ月間である。co-op の場合は、毎日企業実習があるわ
けでは無く、大学の授業日と授業関連の企業実習曜日を定めて並行して
行われていく。なお、co-op はハワイ大学やアラバマ大学など幅広く実施
されている。

表 3　インターン学生の目標達成促進の方法

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学 ネバダ大学

学生によるインターンレポート提出 ○ ─ ○

学生による日誌や週間報告提出 ○ ○ ○

インターン参加後のインターン結果の報告 ─ ○ ○

インターンについての学生間の議論と確認 ─ ─ ○

一
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
六
〇
）

M
anagem

ent

、
③
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
はU

niversity of H
ouston, C

onrad 

N
.H

ilton C
ollege of H

otel &
 R

estaurant M
anagem

ent

の
略
称
、
④
ネ
バ
ダ

大
学
はU

niversity of N
evada, L

as V
egas

のW
illiam

 F
. H

arrah C
ollege 

of H
otel A

dm
inistration

を
さ
し
、
い
ず
れ
も
各
総
合
大
学
の
観
光
部
門
の
み
を

対
象
に
す
る
。

（
ⅰ
）　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴

四
つ
の
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
お
お
む
ね
三
カ
月
以
上
の

長
期
で
必
修
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
2
）。

ま
た
、
各
大
学
観
光
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
学
生
の
割
合
は
、
三
〇
％
前
後
に

達
す
る
。

（
ⅱ
） 　

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
標
管
理

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
標
管
理
手
段
の
中
心
は
、
学
生
に
よ
る
日
誌
や
週
間
報
告

提
出
、
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
結
果
の
報
告
で
あ
る
（
表
3
）。
わ
が

国
で
も
学
生
に
よ
る
日
誌
や
週
間
報
告
提
出
、
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
後
の
イ
ン
タ
ー
ン

結
果
の
報
告
は
必
須
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
日
米
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し

差
異
の
大
き
い
の
は
、
①
先
ず
米
国
の
場
合
、
大
学
の
教
員
と
ス
タ
ッ
フ
が
ネ
ッ
ト

に
よ
り
徹
底
し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
②
次
に
、
観
光
イ
ン
タ
ー

表 4　インターン参加勧奨の理由

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学

ネバダ
大学

卒業後の進路の明確化 ○ ○ ○ ○

企業で必要なノウハウや専門知識の明確化 ○ ○ ○ ○

企業で必要なノウハウや専門知識の獲得 ○ ○ ○ ○

企業で必要な基礎的知識・技術の獲得 ○ ○ ○ ○

企業から与えられる課題の解決 ○ ○ ○ ○

大学から与えられる課題の解決 ○ ○ ○ ○

単位取得 ○ ○ ○ ○

受け入れ企業等との人的コミュニケーション ─ ○ ─ ─

エンプロィアビリティの向上 ○ ○ ○ ○

学生自身の考えによるインターン目標の設定 ○ ─ ○ ─

一
二
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
一
）

ン
の
目
標
管
理
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
や
ネ
バ
ダ
大
学
の
観
光
系
学
部
で
は
、
多
数
の
イ

ン
タ
ー
ン
生
の
支
援
・
指
導
を
イ
ン
タ
ー
ン
・
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
効
率
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で

は
、
二
・
五
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
九
〇
〇
│
一
〇
〇
〇
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
ネ
ッ
ト
に

よ
り
支
援
・
指
導
し
て
い
る
。

（
ⅲ
） 　

イ
ン
タ
ー
ン
参
加
勧
奨
の
理
由
・
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
向
上
と
評
価
体
系

四
つ
の
大
学
と
も
、
表
4
に
見
る
通
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
勧
奨
す
る
理
由
と
し
て
は
、
進
路
を
明

確
化
し
、
企
業
で
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
の
獲
得
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
の
明
確
化
・
獲
得

を
通
し
て
、
大
学
・
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
を
解
決
し
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
就
職
可

能
な
力
）
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
大
学
・
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
を
解

決
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
課
題
解
決
能
力
の
訓
練
向
上
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｄ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｃ
ｏ
（D

efi nition and S
election of C

om
petencies

：
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定

義
と
選
択
）
に
よ
る
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
主
要
能
力
）
は
、
松
下
（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
、

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
、
①
言
語
、
知
識
な
ど
の
「『
道
具
』
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
」、

②
「
異
質
な
人
々
か
ら
な
る
集
団
で
」、
良
い
関
係
を
築
き
チ
ー
ム
を
組
ん
で
「
相
互
に
か
か
わ
り

合
う
」、
③
大
き
な
展
望
の
な
か
で
、
人
生
計
画
や
個
々
の
人
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
計
し
、「
自
律

表 5　インターンの評価体系

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学 ネバダ大学

インターン学生による自己評価 ○ ○ ○

インターン学生による相互評価 ─ ─ ─

受け入れ機関の評価 ○ ○ ○

担当教授の評価 ○ ○ ○

評価基準採用による総合評価 ○ ○ ○

一
二
一
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五
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一
巻
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四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
六
二
）

的
に
行
動
す
る
」
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
30
）

。
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
学
業
に

よ
る
能
力
と
社
会
人
基
礎
力
の
三
要
素
と
し
て
の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」、「
考
え

抜
く
力
」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
を
統
合
し
た
フ
ロ
ー
と
し
て
の
概
念
で
、
エ
ン

プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
基
に
な
る
能
力
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
力
を
も
含
む
概

念
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
み
る
と
、
単

位
取
得
、
企
業
で
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
の
明
確
化
・
取

得
は
、
①
の
学
業
を
習
得
す
る
能
力
の
反
映
と
応
用
力
の
向
上
、「『
道
具
』
を
相

互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」、
学
生
自
身
の
考
え
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
目
標
の
設

定
や
卒
業
後
の
進
路
の
明
確
化
は
、
③
の
「
自
律
的
に
行
動
す
る
能
力
」、
企

業
・
大
学
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
の
解
決
は
、
②
の
「
異
質
な
人
々
か
ら
な
る
集

団
で
相
互
に
か
か
わ
り
合
う
」
こ
と
の
中
で
発
生
す
る
課
題
を
発
見
し
、
解
決
策

を
導
き
だ
す
こ
と
に
該
当
し
よ
う
。

米
の
四
つ
の
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
ま
さ
に
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
高
め
、
エ
ン
プ
ロ
ィ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
の
評
価
体
系
は
、
表
5
の
三
大
学
と
も
同
様
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー

表 6　受け入れ先の開拓構成比（％）

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学

ネバダ
大学

大学経由の受け入れ先の割合 65－75 24 40 60

学生開拓受け入れ先の割合 25－35 76 60 40

設置年 1865年 1963年 1927年 1957年

表 7　インターン実習先の割合

大学名 コーネル大学
（2010）

セントラル
フロリダ大学

（2010）

ヒューストン
大学

（2010）

ネバダ大学
（2012）

インターン先
への就職率 11－20% 60％以上 30％ 21－30％

一
二
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
三
）

ン
学
生
に
よ
る
自
己
評
価
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
で
は
、
定
量
的
に
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
管
理
し
て
い

る
。（

ⅳ
）　

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
開
拓
者

受
け
入
れ
先
の
開
拓
構
成
比
は
、
四
大
学
で
異
な
る
が
、
大
学
の
卒
業
生
が
社
会
に

進
出
し
て
い
る
創
立
年
数
が
古
い
大
学
ほ
ど
、
概
し
て
大
学
経
由
が
高
い
傾
向
が
み
ら

れ
る
（
表
6
）。

（
ⅴ
）　

イ
ン
タ
ー
ン
実
習
先
の
採
用
割
合

イ
ン
タ
ー
ン
実
習
先
に
学
生
が
採
用
さ
れ
る
割
合
は
、
一
一
│
六
〇
％
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
が
採
用
の
決
め
手
と
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
（
表
7
）。
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
加
え
て
経
営
管
理
科
目
の
比
重

が
高
く
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
習
得
し
即
戦
力
と
し
て
評
価
さ

れ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
へ
の
就
職
率
が
六
〇
％
以
上
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

わ
が
国
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
先
か
ら
採
用
さ
れ
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。
こ

れ
は
、
①
直
接
採
用
は
、
経
団
連
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施

し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
②
実
際
は
、
大
学
の
場
合
、
観
光
系

表 8　インターン終了後の業種別就職先（％）

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学

ネバダ
大学

旅行・ホテル・航空 27 41 30 35

流通・販売 2 ─ ─ 10

輸送・倉庫 ─ ─ ─ 10

金融・投資・保険 11 ─ 10 ─

飲食（レストラン） 14 ─ 30 40

情報 5 ─ 10 ─

不動産コンサルティング 12 ─ ─ ─

カーレンタル・イベント 2 ─ 20 ─

一
二
三
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（
八
六
四
）

学
科
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
先
で
仕
事
の
実
態
を
体
験
し
て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

大
き
く
、
実
習
先
を
希
望
し
な
い
よ
う
に
な
る
例
が
多
い
こ
と
、
③
観
光
企
業
が
自
社
で
の

実
習
経
験
の
有
無
や
実
習
時
の
成
績
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
し
な
い
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。

（
ⅵ
）　

イ
ン
タ
ー
ン
終
了
後
（
卒
業
生
）
の
業
種
別
就
職
先

四
つ
の
大
学
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
旅
行
・
ホ
テ
ル
・
航
空
で
全
学
生
の
四
分
の
一
か

ら
四
割
が
就
職
し
、
お
お
む
ね
最
大
の
就
職
先
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
表
8
）。
飲
食

業
へ
の
就
職
も
か
な
り
多
く
、
ネ
バ
ダ
大
学
で
は
四
〇
％
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
で
は

三
〇
％
と
そ
れ
ぞ
れ
観
光
系
校
で
学
内
一
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
場
合

は
、
伝
統
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
金
融
・
投
資
・
保
険
に
そ
れ

ぞ
れ
一
割
強
就
職
す
る
な
ど
多
様
な
業
種
の
超
大
企
業
に
分
散
・
就
職
し
て
い
る
。

表
か
ら
金
融
、
不
動
産
な
ど
を
除
外
し
た
観
光
系
産
業
へ
の
四
つ
の
大
学
の
就
職
率
は
、

い
ず
れ
も
七
割
を
超
え
て
い
る
と
み
ら
れ
、
米
国
観
光
産
業
の
雇
用
吸
収
力
の
大
き
さ
や
四

大
学
の
専
門
分
野
で
の
競
争
力
の
強
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

（
ⅶ
）　

長
期
必
修
型
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
・
企
業
・
大
学
の
三
者
成
功
の
源
泉

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学F

aculty C
oordinator, H

ospitarity M
anagem

ent

の

S
hara L

ee

（
二
〇
一
一
）
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
に
と
っ
て
就
活
の
一
環
で
あ
る

（
31
）

」
と
い
う
。

ま
た
、D

r. H
A
R
A

（
二
〇
一
一
）
は
、「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
（
Ｕ
Ｃ
Ｆ
）
の
就
職
率

表 9　大学にとってインターンの最大の効果

コーネル
大学

セントラル
フロリダ大学

ヒューストン
大学 ネバダ大学

学生の学習意欲の向上 ○ ③ ○ ─

学生の知識水準と実践能力の向上 ○ ② ○ ○

学生の雇用能力（即戦力）の向上 ○ ① ○ ○

大学入学者の増加 ─ ○ ○ ○

大学入学者減少の歯止め ─ ─ ─ ─

大学の評判の向上 ○ ─ ○ ○

インターンにより競合大学より優越的立場に立つ ─ ─ ○ ─

（注）セントラルフロリダ大学の①、②、③は重視順序

一
二
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
五
）

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
で
も
八
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
と
言
う
。
こ
の
就
職
率
の
高
さ
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
Ｕ
Ｃ
Ｆ
に
多
く
の
学
生
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た

（
32
）

。

大
学
に
と
っ
て
の
最
大
の
効
果
と
し
て
、
四
大
学
と
も
「
学
生
の
雇
用
能
力
（
即
戦
力
）
の
向
上
」、「
学
生
の
知
識
水
準
と
実
践
能
力

の
向
上
」、「
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
」
を
あ
げ
て
い
る
（
表
9
）。
ま
た
、
三
大
学
で
は
、「
大
学
の
評
判
の
向
上
」
を
あ
げ
て
い
る

（
表
9
）。
さ
ら
に
、「
大
学
入
学
者
の
増
加
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
り
競
合
大
学
よ
り
も
優
越
的
立
場
に
立
つ
」
効
果
も
あ
る
と
す
る

大
学
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
イ
ン
タ
ー
ン
が
大
学
観
光
系
学
部
に
お
い
て
、
即
戦
力
向
上
・
学
力
向
上
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
競
争
上
、

優
位
に
立
つ
た
め
の
教
育
手
段
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
イ
ン
タ
ー
ン
が
、「
学
生
の
学
習
意
欲
向

上
」
を
通
し
て
学
業
成
績
向
上
に
寄
与
し
、「
学
生
の
知
識
水
準
と
実
践
能
力
の
向
上
」、「
学
生
の
雇
用
能
力
（
即
戦
力
）
の
向
上
」
を
通

し
て
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
能
力
向
上
や
、
就
職
後
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
、
こ
れ
が
社
会
の
「
大
学
に
対
す
る
評
判
を
向

上
」
さ
せ
、「
大
学
入
学
者
の
増
加
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
四
つ
の
大
学
と
も
、
お
お
む
ね
共
通
認
識
と
し
て
有
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

長
期
・
必
修
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
米
国
の
有
名
大
学
の
観
光
学
部
で
採
用
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
こ
の
学
生
、
企
業
、、
大
学
の
「
三

方
よ
し
」
に
役
だ
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

3
│

3
．
ネ
バ
ダ
大
学W

illiam
 F.H
arrah C

ollege of H
otel A

dm
inistration

の
イ
ン
タ
ー
ン

ネ
バ
ダ
大
学W

illiam
 F

. H
arrah C

ollege of H
otel A

dm
inistration

のA
ssociate P

rofessor A
l Izzolo

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の

目
標
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
33
）

。
①
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
義
務
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
、
②
企
業
の
組
織
化
さ
れ
た

構
造
、
目
的
や
文
化
を
理
解
す
る
、
③
労
働
市
場
で
通
用
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
ス
キ
ル
を
築
き
、
履
歴
書
内
容
を
強
化
す
る
、
④
観
察
と
応

一
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
六
六
）

用
の
両
面
か
ら
重
要
な
学
習
経
験
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
イ
ン
タ
ー
ン
が
、
暗
黙
知
習
得
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、
そ
れ
に
基

づ
く
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
を
通
し
て
、
就
職
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
1
）　

厳
し
い
イ
ン
タ
ー
ン
管
理
と
成
績
査
定

な
に
よ
り
も
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
異
な
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
と
成
績
査
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ネ
バ
ダ
大
学
で
は
、
こ
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
指
導
が
、
学
生
の
暗
黙
知
習
得
の
効
果
的
習
得
、
専
門
科
目
の
形
式
知

習
得
と
あ
い
ま
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
契
機
と
な
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
学
内
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
詳
細
な
チ
ェ
ッ
ク

が
実
施
さ
れ
、
暗
黙
知
習
得
が
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ネ
バ
ダ
大
学
の
観
光
系
校
で
は
、
次
の
項
目
別
に
採
点
し
、

合
計
満
点
は
一
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
集
計
し
た
結
果
で
、
Ａ
か
ら
Ｆ
の
不
合
格
ま
で
を
採
点
す
る
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る

（
34
）

。

①　

イ
ン
タ
ー
ン
の
概
要
と
目
的
。

②　

大
学
の
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
購
入
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
書
籍
三
冊
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
知
識
水
準
向
上
と
、
イ
ン

タ
ー
ン
と
学
習
目
標
に
つ
い
て
の
全
体
的
準
備
を
行
う
。（
一
冊
に
つ
き
二
時
間
所
要
、
三
冊
完
了
後
提
出
）。

③　

イ
ン
タ
ー
ン
担
当
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
完
成
と
提
出
。

④　

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
管
理
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
書
。
こ
こ
に
は
ス
テ
ッ
プ
一
で
注
意
が
必
要
な
組
織
内
の
特
別
な
問
題
を
取

り
上
げ
る
。
次
い
で
第
二
ス
テ
ッ
プ
で
担
当
部
門
の
観
察
を
通
し
て
問
題
点
を
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
に
調
査
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関

係
新
聞
や
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
調
査
し
、
理
論
的
に
従
業
員
と
議
論
す
る
。
ス
テ
ッ
プ
三
で
は
実
習
生
の
発
見
し
た
解
決
策
を
発

展
さ
せ
る
。
ス
テ
ッ
プ
四
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
解
決
策
を
提
示
す
る
。
発
見
結
果
は
、
次
の
指
示
事
項
に

つ
い
て
記
述
し
た
二
頁
以
上
の
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。（
ⅰ
）
問
題
の
概
要
。（
ⅱ
）
問
題
解
決
の
た
め
に

一
二
六



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
七
）

と
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
せ
よ
。
そ
の
発
見
し
た
課
題
を
調
査
す
る
た
め
の
適
切
な
参
考
文
献
を
明
示
し
な
さ
い
。（
ⅲ
）
解
決
策

（
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
か
）。（
ⅳ
）
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
発
見
と
解
決
策
に
つ
い
て
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
の
議
論
内
容
。

⑤　

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
（
内
省
書
、
振
り
返
り
の
文
書
）。

⑥　

受
け
入
れ
機
関
に
よ
る
実
習
生
評
価
。

⑦　

実
習
生
日
誌
：
実
習
生
は
、
ウ
ェ
ブ
キ
ャ
ン
パ
ス
上
の
実
習
日
誌
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
給
の
場
合
に
は
九
〇
時

間
、
有
給
の
場
合
に
は
二
〇
〇
時
間
の
実
習
終
了
の
サ
イ
ン
付
書
類
を
セ
メ
ス
タ
ー
の
最
終
週
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
給
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
証
拠
と
し
て
給
料
明
細
書
の
控
え
が
必
要
で
あ
る
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ
機
関
が
使
用
す
る
評
価
書

こ
れ
は
、
次
の
各
項
目
に
つ
い
て
五
段
階
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
る
。（　

　

）
内
は
筆
者
の
注
記
で
あ
る
。

評
価
項
目
は
次
の
通
り
。

Ａ
．
学
習
能
力　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｂ
．
ス
キ
ル
の
読
み
書
き
計
算　
（
形
式
知
と
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｃ
．
聞
き
取
り
と
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｄ
．
創
造
的
考
察
と
課
題
解
決
ス
キ
ル　
（
形
式
知
と
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｅ
．
専
門
的
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
的
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｆ
．
人
間
関
係
と
チ
ー
ム
に
関
す
る
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

Ｇ
．
受
け
入
れ
組
織
に
効
果
的
な
ス
キ
ル　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

一
二
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
六
八
）

Ｈ
．
基
本
的
労
働
習
慣　
（
暗
黙
知
で
の
習
得
度
）

3
│

4
．
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン

コ
ー
ネ
ル
大
学S

chool of H
otel A

dm
inistration

の
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
学
部
生
向
け
の
「P

ractice C
redit

（
実
習
単
位
）

│
必
要
条
件
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
詳
し
い

（
35
）

。
以
下
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
目
的
と
理
念

①
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
内
の
実
際
の
労
働
環
境
で
、
実
務
を
体
験
す
る
。
②
実
習
は
、
ホ
テ
ル
経
営
管
理
学
科
に
お
い
て
履
修
す
る

全
体
的
な
教
育
効
果
を
高
め
る
。
③
イ
ン
タ
ー
ン
必
修
単
位
取
得
の
全
般
的
な
目
的
は
、
特
に
教
育
が
理
論
と
実
践
と
の
間
の
本
質
的
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
④
こ
の
基
本
的
目
的
を
達
成
す
る
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
う
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

（
ⅰ
）
キ
ャ
リ
ア
の
関
心
を
探
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ･

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
各
種
の
業
務
分
野
の
貴
重
な
修
業
体
験
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。（
ⅱ
）
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
お
け
る
必
要
な
ス
キ
ル
を
認
識
し
、
開
発
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
ⅲ
）
実
際
の
労
働

環
境
に
お
い
て
、
座
学
で
学
ん
だ
理
論
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
大
学
の
単
位
取
得
に
際
し
、
こ
の
実
習
体
験
を
活
用
で
き
る
。

（
ⅳ
）
異
な
る
組
織
、
企
業
文
化
、
経
営
管
理
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
比
較
・
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
習
生
は
次
の
よ
う
な
結
果
を

得
る
。

○
組
織
内
に
お
い
て
、
異
な
る
部
署
を
探
査
・
経
験
し
、
多
様
な
レ
ベ
ル
の
雇
用
者
が
有
す
る
課
題
、
関
心
を
探
り
、
最
上
の
貴
重
な

展
望
を
う
る
。

○
そ
の
産
業
に
お
け
る
キ
ー
・
パ
ー
ス
ン
の
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
知
る
。

一
二
八



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
六
九
）

○
卒
業
後
の
市
場
価
値
を
高
め
る
。

（
2
）　

イ
ン
タ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
管
理

学
生
サ
ー
ビ
ス
室
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
管
理
す
る
。
実
習
単
位
の
役
割
、
範
囲
、
権
限
は
、
ホ
テ
ル
経
営
管
理
学
部
の
教

員
と
共
に
管
理
す
る
。

学
生
サ
ー
ビ
ス
室
の
役
割
：
①
全
記
録
と
雇
用
証
明
書
書
式
の
保
管
、
②
イ
ン
タ
ー
ン
単
位
必
修
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
維
持
、

更
新
、
改
訂
の
勧
奨
、
③
イ
ン
タ
ー
ン
単
位
申
請
承
認
、
④
イ
ン
タ
ー
ン
必
修
完
了
時
期
の
指
示

イ
ン
タ
ー
ン
に
要
請
さ
れ
る
条
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
必
修
で
あ
る
。
②
八
〇
〇
時
間
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
二
単
位
取
得
が
卒
業
条
件
。（
ⅱ
）
有
給
・
無
給
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。（
ⅲ
）

二
つ
以
上
の
別
個
の
雇
用
期
間
に
、
二
つ
以
上
の
明
確
に
別
個
の
職
務
を
経
験
す
る
こ
と
。（
ⅳ
）
一
つ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
四
〇
〇
時

間
以
上
の
実
習
が
必
要
。（
ⅴ
）
同
一
の
実
習
先
か
ら
二
単
位
を
得
る
た
め
に
は
、
業
務
が
全
く
異
な
る
こ
と
、
お
よ
び
学
生
支
援
チ
ー

ム
か
ら
事
前
の
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
重
要
。（
ⅵ
）
コ
ー
ネ
ル
大
学
経
営
のT

he S
tatler H

otel

を
含
む
学
内
実
習
は
一
単
位
ま
で
認

定
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
補
助
、
研
究
補
助
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
除
く
。

（
3
）　

イ
ン
タ
ー
ン
単
位
の
計
算

イ
ン
タ
ー
ン
単
位
は
次
の
（
ｉ
）
か
（
ⅱ
）
の
方
法
で
取
得
で
き
る
。

（
ⅰ
）　

一
単
位
取
得

①　

フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
：
最
低
週
四
〇
時
間
を
最
短
一
〇
週
間
、
合
計
最
低
四
〇
〇
時
間
。

②　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
：
最
低
四
〇
〇
時
間
労
働
、
一
〇
週
間
以
上
で
最
低
四
〇
〇
時
間
。

一
二
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四
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二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
七
〇
）

表10　コーネル大学ホテル経営管理学部のインターン先として認定される業種

航空
銀行・金融
飲料卸
カジノ・ゲーム
クラブ
会議場・関連サービス
コンサルティング
消費財
会議施設
クルーズ
デザイン

Ｅ－コマース
イベント計画
ゴルフ・同クラブ
ホテル・リゾート
ジャーナリズム
法律
ライフケアサービス
管理サービス
後援・キャンプ
専門的団体・学術＝専門出版
不動産

レストラン
小売
ソフトウェア･ハードウェア販売店
スパ
スポーツ・エンターテインメント・
レジャー
スタディアム・アリーナ
旅行
ワイナリー

表11　コーネル大学ホテル経営管理学部のインターン先の時給（2011年夏）

平均時給（ドル） 学生数（人） 雇用割合（％）

ホテル業務 10.26 143 31

レストラン業務 9.18 74 16

その他業務 11.80 41 9

不動産・コンサルティング 12.45 45 10

金融 17.17 33 7

マーケティング 9.31 13 3

消費財製造 10.80 12 3

エンターテインメイント ─ 10 2

その他 11.59 14 3

合計 ─ 385 100

（注） ホテル経営管理学部の全体のインターンシップ生は約468人（2010年夏）

資料： Career Management in the Offi  ce of Student Services, School of Hotel 

Administration Corne11 University, “The School for Hospitality Internship” 

Summer 2010.
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
七
一
）

（
ⅱ
）　

断
片
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
の
単
位
取
得

①　

フ
ル
タ
イ
ム
で
一
〇
週
間
よ
り
少
な
い
場
合
や
週
四
〇
時
間
よ
り
少
な
い
場
合
は
、
一
単
位

の
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
。

②　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
各
四
〇
時
間
よ
り
少
な
い
場
合
は
一
単
位
の
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
。

こ
れ
は
、
単
位
取
得
の
積
算
を
認
め
た
も
の
で
、
筆
者
が
東
京
女
学
館
大
学
国
際
教
養
学
部
に
お

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
担
当
し
て
い
た
際
に
も
行
っ
て
い
た
。

（
4
）　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
自
営
業
の
雇
用
、
家
族
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
単
位
取
得

コ
ー
ネ
ル
大
学
内
に
単
位
取
得
可
能
な
、
若
干
の
業
務
が
あ
る
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
内
の
ス
タ
ッ
ト

ラ
ー
ホ
テ
ル
で
は
一
単
位
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
ス
タ
ッ
ト
ラ
ー
ホ
テ
ル
以
外
の
校
内
の
イ
ン
タ
ー
ン

先
は
学
生
サ
ー
ビ
ス
室
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
以
下
略
）。

（
5
）　

イ
ン
タ
ー
ン
先
と
し
て
適
当
な
ホ
テ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
業
種
と
業

務表
10
は
イ
ン
タ
ー
ン
先
に
適
当
な
ホ
テ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
認
定
さ
れ
る
業
種
で
あ
る
。
業

務
は
省
略
。

（
6
）　

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
業
種
・
業
務
別
時
給

大
学
生
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
も
長
期
の
場
合
に
は
有
給
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

表
11
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
ホ
テ
ル
経
営
管
理
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
業
種
・
業
務
別
時
給

表12　コーネル大学ホテル経営管理学部の国内外別のインターン先の時給

国内外 平均時給
（ドル）

インターン生
（人）

（インタ－ン生の割合）
（％）

米国
ニューヨーク 11.84 105 22

南西・西部中央の州 9.41 37 8

海外（米国以外） 7.02 48 18

合計 ─ 468 100

資料：表11に同じ。
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
七
二
）

（
二
〇
一
一
年
夏
）
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
は
自
国
に
帰
っ
て
イ
ン

タ
ー
ン
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
旅
費
、
滞
在
費
な
ど
に
充
当
す
る

た
め
に
、
有
給
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
望
ま
れ
る
。

表
12
に
見
る
よ
う
に
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
の
場
合
、
時
給
は
国
内
に
比
べ
若
干
低
い
。

4
．
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
課
題

4
│

1
．
就
職
に
結
び
つ
か
な
い
観
光
イ
ン
タ
ー
ン

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
短
期
選
択
の
就
業
体
験
型
で
あ
り
、
企
業
、
大
学

と
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職
に
結
び
つ
け
て
い
な
い
こ
と
は
、
米
独
と
の
比
較
で

確
認
さ
れ
た
。

一
方
、
米
独
企
業
は
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
学
生
採
用
の
重
要
な
前
提
の
一
つ
と

し
て
お
り
、
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
軽
視
の
環
境
と
は
異
な
る
。
企
業
が
イ
ン
タ
ー

ン
を
重
視
す
る
の
で
、
学
生
も
重
視
し
、
大
学
も
重
視
す
る
の
が
米
独
の
長
期
必
修

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
わ
が
国
観
光
系
学
生
は
短
期
選
択
の
就
業
体
験
型

イ
ン
タ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
う
け
と
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
二
つ
の
大
学
の
観
光
業
志
望
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
学
生
に
対
し
イ
ン
タ

図12　観光インターンの理由・目的（日本： 5段階評価）

（注） 　非常に効果： 4 、効果： 3 、やや効果： 2 、どちらともいえない： 1 、

マイナス効果： 0
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
七
三
）

ビ
ュ
ー
調
査
兼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
結
果
を
報
告
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
学
生

の
意
向
を
く
み
取
る
こ
と
に
し
た
い
。
な

お
、
当
該
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
兼
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
対
象
は
、
本
邦
二
大
学
の
文

系
学
生
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
数

二
〇
名
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
期
間
は
平
均
二

週
間
弱
の
短
期
で
あ
る
。
次
に
そ
の
イ
ン

タ
ー
ン
の
目
的
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
意

識
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

4
│

2 

．
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の

理
由
と
目
的
の
第
一
位
は
進
路

の
明
確
化

わ
が
国
の
短
期
選
択
の
就
業
体
験
型
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
の
理
由
と
目
的
に
つ
い
て
、

〇
点
か
ら
四
点
ま
で
で
学
生
が
採
点
し
た

結
果
が
図
12
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

図13 　進路決定のためには、短期に多種多様な業種・企業の実習をうけるべき

か（日本 n＝18：％）

表13　短期でも多様なインターンを受けたほうがよいとするその理由

①　かなりそう
思う理由

多数の業種で実習を受けることにより、比較が可能になる。

短期での多様な実習は学生だからできること。

視野が広がる。

多様な業種・業務体験により適性、やりたいことがわかる。

実習体験でイメージとの違いが分かり、就職後のイメージがつかめた。（し
たがって短期で多様な実習をうけるのがよい；筆者補足）

志望業種が確定しているならば多数の業種で実習しても進路は明確。

①　そう思わない
理由

他業種を受けても混乱する。

短期では業務内容がよくわからない。

短期では見えない部分がある。

短期では業務を詳しく見ることができない。

短期では業務をマスターし、やりがいを感じることができない。

一
三
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
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四
）

表14　インターンを受ける前に進路は決まっていたか（件）

インターンシップ実習前

合計 旅行業
実習生

ホテル
実習生

航空
実習生

1 ．進路は決まっていた。 18 1 6 11

希望していた業種

ホテル業 3 0 3 0

サービス業 1 0 1 0

グラウンドスタッフ 3.5 0 1 2.5

ＣＡ 7.5 0 0 7.5

旅行業 1 1 0 0

不明 2 0 1 1

2 ．進路は未定だった。 1 0 1 0

表15　実習の成果を具体的に教えてください。（本邦 2大学n=20；複数回答可：％）

実社会の一部にふれ、貴重な社会経験になった 80 ストレッチ・積極

性：実社会への接

続意識の強まり

実務のことがわかり、職業意識がわいてきた 60

働くことが苦でなくなった 15

自分の意識が変わった 75

責任感・自立感がついた気がする 65

自分の親（親の仕事）の理解につながった 20

自分の甘えが分かった 5 リフレクション：

振り返る力：課題

解決のための勉学

方向の明確化

自分を見直す良い機会になった 60

残りの学生生活にやるべきことが見えた 80

今後の勉強の方向が分かってきた 70

大学の勉強の重要性を理解できた 35

有意義な友人、知人ができた 35

自分の適性が何か見えてきた 50 エンジョイメント：

就職と就職後の

キャリア開発への

展開

会社のイメージがはっきりしてきた 45

就職先についてのヒントが得られた 80

自分の就職後の将来のキャリアが見えてきた 80

一
三
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
七
五
）

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
理
由
・
目
的
は
、
一
位
が
進
路
の
明
確
化
、
二
位
働
く
意
義
の
実
感
、
三
位
学
業
習
得
に
有
効
な
動
機
づ

け
、
四
位
学
業
習
得
に
際
し
て
の
目
標
明
確
化
と
な
っ
て
い
る
。
就
職
関
連
は
五
位
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職

の
た
め
の
直
接
的
な
目
的
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
然
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
い
て
は
気
配
さ
え
感
じ
ら
れ
な
い
。

わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
短
期
で
あ
る
が
、「
進
路
決
定
の
た
め
に
は
、
短
期
に
多
種
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
を
う
け
る
べ
き
か
」

と
訊
い
た
と
こ
ろ
、「
か
な
り
そ
う
思
う
」
三
三
％
、
そ
う
思
う
二
八
％
、
合
計
約
六
割
が
同
意
し
、
三
割
強
が
否
定
し
た
（
図
13
）。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
聞
く
と
、
先
ず
「
か
な
り
そ
う
思
う
」
と
す
る
短
期
支
持
派
の
根
拠
と
し
て
は
、
業
種
間
比
較
に
よ
り
、
視

野
が
広
が
り
、
適
性
が
よ
り
明
確
に
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、「
そ
う
思
わ
な
い
理
由
」
の
ほ
と
ん
ど
は
短
期

で
は
業
務
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

4
│

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
進
路

今
回
の
短
期
選
択
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン
前
に
す
で
に
進
路
が
き
ま
っ
て
い
た
者
が
九
五
％
に
達
し
て
お
り
、
観
光

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
に
は
進
路
希
望
先
は
明
確
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
表
14
）。
進
路
の
明
確
化
を
イ
ン
タ
ー
ン
の
目

的
と
し
て
あ
げ
る
も
の
が
最
多
で
あ
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
進
路
の
再
確
認
の
た
め
の
情
報
取
得
手
段
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
な
お
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
ホ
テ
ル
志
望
者
は
四
割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
航
空
業

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
九
割
強
は
航
空
業
希
望
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
観
光
業
全
体
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
就
職
志
望
者
の
業
種
別
割
合
を
推
測
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
大
ま
か
な
観
光
業
の
志
望
先
や
学
生
の
志
望
度
合

は
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
表
14
か
ら
は
、
ホ
テ
ル
は
ホ
テ
ル
へ
の
就
職
志
望
者
以
外
の
多
数
の
観
光
業
志
望
者
に
イ
ン
タ
ー
ン
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、

一
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一
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四
号
（
二
〇
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五
年
三
月
）

（
八
七
六
）

社
会
貢
献
度
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
ホ
テ
ル
が
、
ホ
テ
ル
就
職
希
望
者
以
外
の
多
く
の
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
は
、
採
用
時
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
を
無
視
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

4
│

4
．
わ
が
国
の
短
期
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
具
体
的
成
果

表
15
は
、
今
回
の
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
り
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る

（
36
）

。

そ
の
際
の
回
答
項
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
分
類
な
ら
び
に
、
プ
ロ
セ
ス
の
解
釈
は
、
松
尾
（
二
〇
一
一
）
の
理
論
を
採
用
し
て
い
る

（
37
）

。
松
尾

に
よ
れ
ば
、「
適
切
な
『
思
い
』
と
『
つ
な
が
り
』
を
大
切
に
し
、『
挑
戦
し
、
振
り
返
り
、
楽
し
み
な
が
ら
』
仕
事
を
す
る
と
き
、
経
験

か
ら
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
観
光
業
に
就
職
し
キ
ャ
リ
ア
開
発
す
る
と
の
「
思
い
」
を
も
っ
て
、
利
害
関
係
人
で

あ
る
同
僚
、
上
司
、
取
引
先
、
地
域
、
先
生
な
ど
他
者
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
事
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
中
か
ら
経

験
し
実
践
す
る
過
程
で
、「
挑
戦
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）
力
、
振
り
返
る
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
力
、
楽
し
む
（
エ
ン
ジ
ョ
イ
メ
ン
ト
面
）
力
」
が
要

請
さ
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
の
成
果
は
、
先
ず
、「
実
社
会
の
一
部
に
ふ
れ
、
貴
重
な
社
会
経
験
に
な
っ
た
」、「
実
務
の
こ
と
が
わ
か
り
、
職
業
意
識

が
わ
い
て
き
た
」、「
自
分
の
意
識
が
変
わ
っ
た
」、「
責
任
感
・
自
立
感
が
つ
い
た
気
が
す
る
」
な
ど
ス
ト
レ
ッ
チ
（
積
極
性
）
の
高
ま
り

に
表
れ
て
い
る
。

次
い
で
、「
自
分
の
甘
え
が
分
か
っ
た
」、「
自
分
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
し
、「
大
学
の
勉
強
の
重
要
性
を
理
解
で
き
た
」、

「
今
後
の
勉
強
の
方
向
が
分
か
っ
て
き
た
」、「
残
り
の
学
生
生
活
に
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
た
」
な
ど
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
振
り
返
る
力
）

が
刺
激
さ
れ
、
課
題
解
決
の
た
め
の
勉
学
方
向
が
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
自
分
の
適
性
が
何
か
見
え
て
き
た
」、「
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
」
し
、「
就
職
先
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
が

一
三
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得
ら
れ
た
」、「
自
分
の
就
職
後
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
が
見
え
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
自
分
の
仕
事
の
適
性
や
仕
事
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
の
仕
事

体
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
関
心
、
楽
し
み
、
満
足
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
「
内
発
的
動

機
づ
け
」
も
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

（
38
）

。
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
っ
て
も
、
希
望

す
る
進
路
で
あ
る
か
ら
こ
そ
創
意
工
夫
な
ど
が
働
く
段
階
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
を
有
す

る
。
も
っ
と
も
、
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、
仕
事
の
収
益
モ
デ
ル
の
中
で
の
位
置
づ
け
や
真

の
効
率
性
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
関
連
な
ど
を
理
解
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
の
よ
う
に
強
い
進
路
希
望
先
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
ン
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
、
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
内
発
的
意
識

と
し
て
、
職
場
に
お
け
る
課
題
の
発
見
や
創
意
工
夫
に
つ
い
て
、
提
案
可
能
な
条
件
を
備
え

う
る
こ
と
が
可
能
な
水
準
に
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

4
│

5
．
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
要
性
を
め
ぐ
っ
て

（
1
）　

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
要
性
と
理
由

ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
・
パ
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
業
は
、
米
欧
で
は
有
給
の
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
が
当
然
と
さ
れ
、
企
業
も
費
用
対
効
果
を
見
込
め
る
分
野
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
航
空
業

で
は
特
殊
で
高
度
な
専
門
性
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
対
す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

コ
ス
ト
負
担
面
か
ら
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
導
入
は
き
わ
め
て
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

図14　長期インターンの必要性（日本；n＝18：％）
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表16 　インターンが就職に結び付くためには、欧米のように 1カ月以上、長期
実習により企業業務を実習することが必要といわれているが、この考え方
をどう思うか。その理由はなにか。（件）

（注）記述回答前のＨはホテルインターン生、Ａは航空インターン生

合計
18 その理由

①　かなりそう思う 1 ─

②　そう思う 13 Ｈ長期で多く学べる。

Ｈ人間関係の形成なども仕事に影響するので時間が必要。

Ｈ長期実習で実習者は他者と差別化できるし、一方、企業
は即戦力として使用できる（win-win の関係：筆者補
足）。

Ｈ長期実習前提の仕事がある。外国のインターンは 1 年で
ある。

Ｈ短期では仕事がわかってきた段階で終了し、身につかな
い。

Ａ短期では学べない業務、たとえば接遇の仕方、細かい専
門知識、専門用語などを長期実習により学べる。

Ａ長期であるので仕事、業界について知識を深めることが
でき、自分の気持ちを整理できる。

Ａ業務に慣れて実力を発揮して仕事ができるようになるた
めには長期実習が必要。

③　そう思わない 3 Ａ長期であるとその業界だけの実習になってしまう。短期
化により、もっと多様な実習経験が必要。

Ａ実習を入社試験の一環と思ってしまうと、外面だけの良
さを見せようとするので、本当の自分を企業側に理解
してもらえない恐れがある。

④　不明 1

⑤　その他 0

図15　長期インターンを学生が歓迎しない理由（日本；n＝18、複数回答可、％）
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光
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図
14
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
、
企
業
の
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な
い
で
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
必
要
性
に
つ
い
て
回
答
し
た
結
果
で
あ
る
。
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
の
必
要
性
を
八
割
弱
の
学
生
は
認
識
し
て
い
る
。

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
希
望
の
理
由
は
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
積
極
的
に
人
間
関
係
の
形
成
や
長
期
で
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
の
充
実
と
同
時
に
即
戦
力
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
通
し
て
、
企
業
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
表

16
）。
一
方
、
航
空
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
長
期
で
学
べ
る
よ
う
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
学
べ
、
長
期
に
な
れ
ば
実
力
を
高
め
ら
れ

企
業
に
貢
献
で
き
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
反
対
理
由
は
、
他
の
業
界
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

（
2
）　

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
学
生
が
歓
迎
し
な
い
理
由

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
水
準
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
一
カ
月
以
上
の
長
期
実
習
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
邦
の
学
生
が
そ
れ
を

あ
ま
り
歓
迎
し
て
い
な
い
こ
と
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
理
由
を
訊
い
て
み
た
結
果
は

図
15
の
通
り
で
あ
る
。

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
が
歓
迎
さ
れ
な
い
最
大
の
理
由
は
「
無
給
」（
六
七
％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
他
の
科
目
の
学
習
時
間
の
減
少
」

（
三
三
％
）、「
一
カ
月
程
度
の
実
習
で
は
効
果
が
あ
が
ら
な
い
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
が
就
活
で
評
価
さ
れ
な
い
」
も
そ
れ
ぞ
れ
一
一
％
ず

つ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
学
生
は
、
長
期
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、（
長
期
で
）
無
給
と
い
う
企
業
サ
イ
ド
の
費
用
対
効
果
な
ど
か
ら
の
判
断

や
認
識
、
他
の
科
目
の
学
習
時
間
の
減
少
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
し
ば
り
か
ら
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
敬
遠
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
（
図
15
）。
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4
│

6
．
日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
と
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
の
課
題

（
1
）　

国
際
比
較
か
ら
み
た
本
邦
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
課
題

米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
生
は
、
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
時
の
成
績

が
採
用
に
影
響
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

米
独
で
は
、
観
光
企
業
へ
の
就
職
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
観
光
企
業
に
お
け
る
実
習
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
結
び
つ
く
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
入
社
後
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
未
経
験
者
に
比
べ
か
な
り
高
い
こ
と
は
、
我
々
が
実

施
し
た
米
国
の
観
光
企
業
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
39
）

。

米
独
の
よ
う
な
、
長
期
必
修
型
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
結
局
暗
黙
知
の
習
得
を

通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
寄
与
し
、
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
。

一
方
、
わ
が
国
の
短
期
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
は
、
欧
米
系
に
比
べ
れ

ば
観
光
業
へ
の
就
職
率
は
低
く
、
と
う
て
い
イ
ン
タ
ー
ン
が
キ
ャ
リ
ア
開
発
に

関
連
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
に
は
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
、

単
な
る
就
業
体
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
主
因
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
生
の
観
光
系
企

図16　インターンの課題（日本；n＝19、複数回答可：％）
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ア
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（
太
田
）

（
八
八
一
）

業
へ
の
就
職
志
向
は
独
逸
な
み
に
き
わ
め
て
高
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職
に
結
び
つ
く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
て
い
る
（
図

16
）。
す
な
わ
ち
、
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
が
実
習
先
業
種
を
選
ぶ
基
準
と
し
て
、
就
職
を
希
望
す
る
業
種
、
職
種
を
選
ん
だ
者
は
、

独
逸
八
八
％
、
日
本
八
〇
％
に
達
す
る
（
前
掲
図
10
参
照
）。

観
光
系
に
就
職
す
る
こ
と
を
キ
ャ
リ
ア
目
標
に
お
い
て
い
る
独
逸
の
学
生
の
場
合
は
、
就
職
を
念
頭
に
イ
ン
タ
ー
ン
先
を
選
ぶ
の
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
観
光
企
業
へ
の
就
職
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
わ
が
国
で
も
、
観

光
企
業
へ
の
就
職
を
意
識
し
て
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
実
績
が
、
い
わ
ゆ
る
青
田
刈
り
に
歯
止
め
を
か
け
つ
つ
、
観
光
企
業
へ
の
就
職
に
際
し
て
、
十
分
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
学
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
改
革
課
題
で

あ
ろ
う
。

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
大
学
へ
の
課
題
を
記
述
し
た
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
学
に
は
希
望
す
る
実
習
先
の
紹
介
が
少
な
い
が
全
体
の
二
六
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
報
酬
な
し
・
低
報
酬
で
あ
る
が
続
く
。
ま
た
、

三
位
に
は
、
就
職
な
ど
進
路
と
の
関
係
が
希
薄
、
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
関
連
が
未
考
慮
と
続
い
て
い
る
。

こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
要
望
と
い
う
形
で
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
意
思
を
く
み
あ
げ
る
と
図
16
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
位
は
「
イ

ン
タ
ー
ン
を
就
職
と
結
び
つ
く
よ
う
に
す
る
」
が
七
四
％
に
達
し
、
以
下
、「
就
活
時
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
長
期
化
・
専
門
化
に
よ
り

水
準
を
上
げ
る
」
が
五
八
％
、
こ
れ
に
、「
就
活
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
作
用
さ
せ
る
」
一
一
％
と
合
わ
せ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ン

生
は
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
の
結
び
付
き
を
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
四
一
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（
2
）　

進
路
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
イ
ン
タ
ー
ン
の
役
割

進
路
・
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
イ
ン
タ
ー
ン
の
役
割
に
つ
い
て
訊
い
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、「
自

分
の
選
択
し
た
観
光
業
に
就
職
し
活
躍
す
る
」
と
い
う
自
己
実
現
志
向
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
そ
の
た
め
の
「
就
活
・

進
路
の
決
定
の
た
め
の
情
報
」、「
自
分
の
考
え
て
き
た
進
路
で
、
本
当
に
そ
の
先
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
の
判
断
す
る
た
め
の
情
報
」

の
獲
得
手
段
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

4
│

7
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
と
わ
が
国
専
門
学
校
の
機
能

わ
が
国
観
光
専
門
学
校
の
例
と
し
て
は
、
専
修
学
校
基
準
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
専
門
学
校
を
と
り
上
げ
る
。
Ｊ
ホ
テ
ル

専
門
学
校
の
場
合
、
理
論
と
実
習
を
二
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
九
六
〇
時
間
ず
つ
合
計
一
九
二
〇
時
間
を
配
分
し
て
い
る

（
40
）

。
イ
ン
タ
ー
ン
期
間

は
、
二
カ
月
を
三
回
、
二
年
間
の
う
ち
に
実
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
石
塚
（
二
〇
一
四
）
は
、
観
光
分
野
の
教
育
は
、
近
年
、
理

論
か
ら
実
践
を
通
じ
た
教
育
に
急
速
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
と
し
、
そ
の
主
な
教
育
メ
リ
ッ
ト
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（
41
）

。

実
践
（
実
習
）
重
視
の
効
果
は
、
学
校
に
は
教
育
内
容
理
解
促
進
を
、
学
生
に
は
、
職
場
の
実
体
験
、
報
酬
の
確
保
、
企
業
に
は
労
働

力
の
確
保
、
人
件
費
の
削
減
、
保
護
者
に
は
海
外
研
修
旅
行
費
用
の
負
担
軽
減
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

Ｊ
ホ
テ
ル
専
門
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
者
は
毎
年
一
五
〇
名
程
度
で
あ
る
。
授
業
の
五
割
は
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
観
光
専
門
学
校
の
年
間
卒
業
生
数
は
、
観
光
系
学
部
生
卒
業
生
と
ほ
ぼ
同
数
と
い
わ
れ
る

（
42
）

。
こ
れ
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を

論
ず
る
場
合
に
は
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
観
光
専
門
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
充
実
が
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン

タ
ー
ン
軽
視
の
現
状
と
補
完
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
筆
者
ら
の
当
初
の
観
光
イ
ン

タ
ー
ン
の
国
際
比
較
の
研
究
対
象
に
も
、
専
門
学
校
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
織
り
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
研
究
開
始
に

一
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光
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際
し
改
め
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
観
光
系
学
部
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
効
果
の
国
際
比
較
に
、
専
門
学
校
を
含
め
る
こ

と
は
議
論
を
複
雑
に
し
す
ぎ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
設
置
基
準
、
授
業
時
間
や
学
士
力
の
有
無
な
ど

か
ら
観
光
系
専
門
学
校
を
大
学
の
観
光
系
学
部
と
同
列
に
論
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
今
回
の
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン

の
国
際
比
較
に
は
含
め
て
な
い
。

あ
え
て
大
ま
か
に
補
足
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
観
光
専
門
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
必
修
・
長
期
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
で
あ
り
、
独
逸
・

米
国
型
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
両
者
の
差
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の
観
光
専
門
学
校
と
独
逸
・
米
国
型
観

光
系
学
部
と
の
相
違
は
、
座
学
で
あ
る
教
養
・
理
論
に
投
入
す
る
時
間
と
質
の
総
合
的
効
果
を
示
す
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
を
、
仮
に
観
光
業
へ
の
就
職
率
、
就
職
時
・
就
職
後
一
定
年
数
経
過
後
の
職
位
・
昇
進

度
で
示
し
て
、
米
独
観
光
系
学
部
、
わ
が
国
大
学
観
光
学
部
、
わ
が
国
観
光
専
門
学
校
の
三
者
比
較
を
こ
れ
ら
の
要
素
ご
と
及
び
そ
の
総

合
に
つ
い
て
試
み
る
こ
と
も
一
方
法
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

5
．
お
わ
り
に

│
提
案
と
残
さ
れ
た
研
究
課
題

│

本
論
の
研
究
課
題
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
役
割
を
調
査
研
究
し
、
大
学
が
、

ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
な
ど
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
人
材
を
供
給
で
き
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
掘
り
下
げ
、
わ
が
国
に
お

け
る
そ
の
秀
逸
な
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
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そ
の
基
準
と
し
て
は
、
欧
米
日
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
、
企
業
、
大
学
の
三
者
に
「
三
方
よ
し
」
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。「
三
方
よ
し
」
と
な
っ
て
い
る
度
合
い
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
社
会
貢
献
度
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
持
続

性
が
高
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
判
定
基
準
の
比
重
の
お
き
か
た
は
多
様
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が

よ
い
の
か
は
、
学
生
、
企
業
、
大
学
の
う
ち
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
で
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
と
い
う
視
点
で
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
契
機
と
す
る
学
業
へ
の
動
機
づ
け
、
就
活
、
就
職
、
そ
の
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
す
る

視
点
を
採
用
し
た
。
こ
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
貢
献
す
る
独
米
型
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
っ
た
。

米
国
型
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
資
す
る
ば
か
り
で
な
く
観
光
企
業
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
太
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
米
国
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
の
方
が
未
経
験
者
に
比
べ
、
就
職
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る

（
43
）

。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
修
了
者
の
賃
金
は
未
経
験
者
よ
り
も
高
い
と
い
う
研
究
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
、
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
は
生
産
性
向
上
へ
の
寄
与
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
大
学
教
育
へ
の
評
価
で
あ
る
が
、
米
国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ネ
バ
ダ
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
観
光
学
部
の
自
己
評
価
で
は
、

い
ず
れ
も
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
実
施
が
そ
の
評
判
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、
長
期
必
修
の
米
国
型
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
の
導
入
は
、
①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
企
業
に
対
す
る
貢
献
度
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
が

ち
な
短
期
実
習
中
心
の
現
在
の
環
境
で
は
、
学
生
に
は
手
当
を
支
給
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
ど
ん
ど
で
あ
る
こ
と
、
②
他
の
科
目
の
単
位

取
得
時
間
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
③
イ
ン
タ
ー
ン
自
体
が
就
活
に
お
い
て
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
困
難
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
わ
が

国
で
も
学
生
は
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
が
必
要
と
認
識
し
、
希
望
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
導
入
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
生
産
性
が
上
が
る
な
ら
ば
、
若
干
の
手
当
は
支
給
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
減
少
に
よ
る
資
金
面

一
四
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で
の
隘
路
は
軽
減
さ
れ
よ
う
。
他
の
科
目
と
の
時
間
配
分
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
認
識
度
と
取
組
姿
勢
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
へ
の
熱
意
の
度
合
い
な
ど
を
示
し
、
や
が
て
、
大
学
の
教
育
姿
勢
へ
の
社
会
的
評
価
に
影
響
す
る
も
の
な
の
で
、
大
学
の
自
覚
を

ま
つ
ほ
か
は
な
い
。

わ
が
国
の
新
規
一
括
採
用
を
背
景
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
軽
視
・
潜
在
力
評
価
型
採
用
に
お
い
て
は
、
大
学
が
長
期
必
修
型
に
シ
フ
ト
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
低
い
。
国
内
大
学
観
光
系
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
認
識
は
、
社
会
に
お
け
る
新
卒
一
括
採
用
、
潜
在
能
力
重
視
、
専
門
的
ス

キ
ル
無
視
な
ど
の
採
用
を
背
景
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
容
易
に
、
長
期
必
修
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
、
即
戦
力
志
向
に
切
り
か
わ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
教
育
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
は
学
生
の
暗
黙
知
修
得
に
効
果
を
発
揮
し
、
就
職
後
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率

向
上
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
の
で
、
導
入
を
検
討
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
長
期
必
修
型
導
入
を
す
る
際
に
は
、
大
学
に

お
い
て
は
指
導
管
理
の
効
率
化
が
必
須
で
あ
る
。
長
期
必
修
型
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
縛
り
と
並
ん
で
最
大
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。
米
国
の
大
学
で
は
コ
ス
ト
抑
制
と
効
率
化
の
た
め
に
、
担
当
教
職
員
が
数
年
以
上
前
か
ら
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
管
理
指
導
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
参
考
に
な
る
。

観
光
企
業
サ
イ
ド
で
も
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
客
観
的
に

採
用
時
の
評
価
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
中
小
観
光
企
業
の
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
企
業
名

の
認
知
度
向
上
が
採
用
な
ど
の
場
合
に
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
観
光
業
界
を
巡
る
環
境
は
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
急
増
、
外
資
系
巨
大
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
急
テ
ン
ポ
で
の

本
邦
進
出
と
い
う
急
激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
人
材
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結

一
四
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果
、
国
内
に
お
い
て
も
一
部
の
外
資
系
ホ
テ
ル
で
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
の
雇
用
比
率
が
一
般
企
業
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
日
本
独
自
の
教
育
、
一
括
新
規
採
用
、
社
内
教
育
、
終
身
雇
用
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
い
つ
ま
で
も
固
執
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
環
境
変
化
に
対
応
す
る
に
は
、
米
独
の
長
期
必
修
型
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
わ
が
国
が
目
指
す
秀
逸

な
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
そ
れ
へ
の
移
行
準
備
と
し
て
教
職
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
効
率
的
に
学
生
を
支
援
す
る

シ
ス
テ
ム
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
そ
れ
は
、
大
学
、
観
光
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
環
境
変
化
に
対
応
し
競
争
す
る
中
で
、

自
然
に
向
か
う
方
向
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
今
回
の
研
究
の
過
程
で
な
お
、
解
決
に
ほ
ど
遠
い
と
考
え
ら
れ
る
問
題
、
お
よ
び
新
た
に
生
じ
た
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
後
日
に
期
し
た
い
。

第
一
に
は
、
日
米
独
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
の
業
種
・
職
業
大
分
類
別
の
位
置
づ
け
、
目
的
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
効
果
、
エ

ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
向
上
効
果
、
企
業
経
営
に
及
ぼ
す
効
果
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ン
修
了
者
の
入
社
三
年
後
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
率
、
生
産

性
向
上
効
果
の
イ
ン
タ
ー
ン
非
修
了
者
と
の
比
較
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
研
究
の
課
題
で
あ
る
「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
及
ぼ
す
効
果
」
の
研
究
範
囲
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
深
彫
り
す
る
こ
と
を
含
む
。

第
二
に
は
、
以
上
の
研
究
遂
行
を
可
能
に
す
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
収
集
方
法
の
開
発
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号 23531021 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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注
】

（
1
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
│

三
三
頁
。
観
光
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ
理
由
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
「
社
会
貢
献
」
が
最
多
の
六
九
％
、「
よ
い
人
材
の
採
用
に
有
利
」

は
三
位
で
あ
る
一
方
、
米
国
の
場
合
、
最
多
は
「
よ
い
人
材
の
採
用
に
有
利
」
が
五
九
％
で
、
二
位
は
「
労
働
力
の
確
保
」
で
あ
り
、「
社
会
貢
献
」

は
ゼ
ロ
で
あ
る
（
一
四
頁
）。
な
お
、
同
論
文
は
、
日
米
の
観
光
企
業
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
本
論
文
の

日
米
独
の
観
光
系
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
中
心
と
は
、
研
究
対
象
の
デ
ー
タ
が
異
な
る
。

（
2
） 

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号 23531021

、「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
よ
ぼ
す
効
果
」、
本
研
究
は
、
研
究
代
表
者
：

太
田
和
男
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
那
須
幸
雄
（
文
教
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
：
渡

辺
昇
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
の
共
同
研
究
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
期
間
は
平
成
二
三
年
度
│
二
五
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
│
二
〇
一
四

年
度
）。

（
3
） 

①
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
二
〇
一
二
年
八

月
ハ
ワ
イ
大
学
、
二
〇
一
三
年
ネ
バ
ダ
大
学
の
各
観
光
系
学
部
を
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
教
職
員
、
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
千
葉

隆
一
は
二
一
〇
一
三
年
九
月
に
に
英
国
・
ド
イ
ツ
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

②
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
日
本
の
ホ
テ
ル
三
〇
五
件
、
米
国
ホ
テ
ル
二
七
七
件
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
は
日
本
四
九
件
、
米
国
二
〇
件
で
あ
っ
た
。

③
千
葉
隆
一
は
、
二
〇
一
二
│
二
〇
一
三
年
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ド
イ
ツ
の
①B

est S
abel H

ochschule B
erlin　

私
立
を
含
む
五
大
学
、

A
dron B

erlin

を
含
む
一
〇
ホ
テ
ル
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
英
独
の
二
航
空
会
社
、
英
独
の
三
旅
行
社
に
実
施
し
た
。
大
学
：
①B

est S
abel 

H
ochschule B

erlin　

私
立
、
②H

ochschule fuer Internaonal m
anagem

ent H
eidelberg　

州
立
、
③
Ｆ
Ｈ
（F

ach hochschule

専
門
大

学
）D

eggendorf　

州
立
、
④F

H
 M

uenchen　

州
立
、
⑤F

H
 W

orm
s　

州
立

ホ
テ
ル
：
①A

dron B
erlin

【K
em

pinskie

系
】、
②P

ark H
ilton M

uenchen
【H

ilton

系
】、
③3D

rint H
otle K

oeln

【D
orint

系
】、
④

F
uerstenhof L

eipzig

【L
eipzig H

otel A
lliance

系
】、
⑤G

rand S
heraton M

uenchen

【S
heraton

】

一
四
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
八
八
）

ホ
テ
ル
：
①S

ofi tel

、
②V

ier Jahreszeiten K
em

pinskie

ケ
ン
ビ
ン
ス
キ
ー
、
③M

andarin O
riental

、
④H

otel nikko dusseldorf

、
⑤

M
aritim

 H
otel M

unich
ホ
テ
ル
（
英
国
）：
①L

ancaster L
ondon

、
②T

H
E
 M

O
N
T
C
A
L
M

 H
O
T
E
L

旅
行
社
（
ド
イ
ツ
）：
Ｆ
Ｔ
Ｉ
（
ド
イ
ツ
四
大
旅
行
社
の
ひ
と
つ
）、
②
Ｊ
Ｐ
Ｉ
（
ド
イ
ツ
、
英
国
）、
旅
行
社
（D

E
R
T
O
U
R
, Y

U
I, T

hom
as 

C
ook

）

航
空
（B

A
, L

H
）。

（
4
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
二
）「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
│
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
課
程
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
必
要

か
│
」、
帝
京
平
成
大
学
紀
要
第
二
三
巻
第
二
号
、
帝
京
平
成
大
学
、
四
四
五
│
四
五
四
頁
。

太
田
和
男
（
二
〇
一
三
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
就
職
」、
帝
京
平
成
大
学
紀
要
第
二
四
巻
第
二
号
、
帝
京
平
成
大
学
、
三
三
五
│
三
四
五
頁
。

（
5
） 

太
田
和
男
・
千
葉
隆
一
・
那
須
幸
雄
（
二
〇
一
三
）「
経
営
サ
イ
ド
か
ら
み
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
発
展
の
た
め
の
課
題
と
キ
ャ
リ
ア
開

発
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
四
回
大
会
、
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
。

（
6
） 

大
崎
正
瑠
（
二
〇
〇
九
）「
暗
黙
知
を
理
解
す
る
」
人
自
然
科
学
論
集
第
一
二
七
号
、
東
京
経
済
大
学
、
二
一
│
三
九
頁
。

（
7
） 

大
崎
正
瑠
（
二
〇
〇
九
）
同
上
誌

（
8
） 

太
田
和
男
・
千
葉
隆
一
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
め
ぐ
る
課
題
│
日
米
独
の
観
光
系
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
│
」『
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
五
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
発
表
要
旨
収
集
録
』
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第

一
五
回
大
会
実
行
委
員
会
、
七
五
│
七
六
頁
。

（
9
） 

文
部
科
学
省
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
『
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
次
の
三
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
か
ら
な
る
。
①
は
知
識
・
技
術
な
ど
の
活
用
、
言
語
・
シ
ン
ボ
ル
な
ど
の
活
用
い
わ
ゆ
る
学
力
で
あ
り
、「
道
具
を
相
互
作
用
的
に
使
用
す

る
能
力
」、
②
大
き
な
展
望
や
計
画
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
な
ど
「
自
律
的
に
活
動
す
る
能
力
」、
③
共
感
、
協
力
や
対
決
を
解
決
す
る
「
異
質
な

集
団
の
中
で
、
交
流
す
る
能
力
」
で
あ
る
。http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/05111603/004.htm

 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
六
日
。

一
四
八



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
八
九
）

（
10
） 

関
東
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
会
が
経
済
産
業
省
よ
り
受
託
し
た
「
地
域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
事
業
」
調
査
（
二
〇
〇
七
）。「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
社
会
人
基
礎
力
の
実
践
的
活
用
に
関
す
る
調
査
」

（
11
） 
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』

日
本
大
学
法
学
会
」、
一
五
│
一
八
頁
。

（
12
） 

太
田
和
男
、
千
葉
隆
一
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
め
ぐ
る
課
題
│
日
米
独
の
観
光
系
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
│
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
第
一
五
回
大
会
、
北
九
州
市
立
大
学
。

（
13
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
六

│
一
七
頁
。

（
14
） 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（w

orkshop

）：
参
加
者
が
課
題
解
決
の
た
め
に
、
専
門
家
で
司
会
進
行
役
で
あ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
助
言
を
得
な
が

ら
、
経
験
や
体
験
な
ど
を
発
表
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
双
方
向
型
の
学
習
会
や
研
究
会
で
あ
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
（
課
題
解
決
型
）
イ
ン
タ
ー
ン

の
事
前
学
習
、
学
会
の
研
究
会
、
地
域
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
や
企
業
研
修
に
お
け
る
合
意
形
成
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
15
） 

①S
hara L

ee

（
二
〇
一
一
）：
二
〇
一
一
年
九
月
二
日
、U

niversity of C
entral F

lorida

のO
ffi  ce of E

xperiental L
earning R

osen 

C
ollege of H

ospitality M
anagem

ent

を
、
太
田
・
那
須
が
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
②H

R
M

 P
A
R
T
N
E
R
S

、〝
無
給
の

イ
ン
タ
ー
ン
〞、http://hrm
-partners.com

/hr-new
s/new

sletter/the-unpaid-intern-aka-your-personal-slave?lang=ja?&
lang=ja

、
二
〇
一
一

年
一
一
月
六
日
。

（
16
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
│

三
三
頁
で
は
、
日
米
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
比
較
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
日
米
独
三
か
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
立
ち
位
置
が
明
確
に

な
っ
た
。

（
17
） 

イ
ン
タ
ー
ン
は
ハ
ー
マ
ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（H

erm
an S

chneider
『1872‒1939

』
が
一
九
〇
六
年
に
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
（U

niversity 

of C
incinnati

）
に
お
い
て
、
ｃ
ｏ
│

ｏ
ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
で
導
入
し
た
。W

IK
IP

E
D
IA

、http://en.w
ikipedia.org/w

iki/M
ain_P

age

、

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。
②
加
藤
敏
明
（「
立
命
館
大
学
型
コ
ー
オ
プ
教
育
の
確
立
に
向
け
て
│
人
文
・
社
会
科
学
系
学
部
に
普
遍
化
可
能
な

一
四
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
〇
）

発
展
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
践
的
研
究
│
」
立
命
館
高
等
教
育
研
究
第
五
号
、
七
三
│
八
四
頁
。http://w

w
w
.ritsum

ei.ac.jp/acd/ac/itl/

outline/kiyo/kiyo5/05_6_kato.pdf#search='%
E
3%

82%
B
7%

E
3%

83%
B
3%

E
3%

82%
B
7%

E
3%

83%
8A

%
E
3%

83%
86%

E
3%

82%
A
3%

E
5%

A
4%

A
7%

E
5%

A
D
%
A
6%

E
3%

82%
A
4%

E
3%

83%
B
3%

E
3%

82%
B
F
%
E
3%

83%
B
C
%
E
3%

83%
B
3%

E
3%

82%
B
7%

E
3%

83%
83%

E
3%

83%
97’ 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
18
） 

「
同
上
注
記
」

（
19
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
同
上
誌
」、
一
七
│
二
〇
頁
。

（
20
） 

今
回
の
わ
が
国
ホ
テ
ル
業
界
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
二
〇
一
二
年
│
二
〇
一
三
年
）、
わ
が
国
航
空
会
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）。

（
21
） 

①
豊
田
義
博
（
二
〇
一
四
）「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
態
と
採
用
・
育
成
と
の
つ
な
が
り
」
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｅ
世
界
大
会in K

yoto

プ
レ
大
会　

京
都
産
業
大
学
、
②
外
資
就
活
ド
ッ
ト
コ
ム
二
〇
一
六
年
版
「
日
本
よ
り
学
歴
主
義
？
ア
メ
リ
カ
で
の
新
卒
就
職
活
動
事
情
」http://

gaishishukatsu.com
/archives/32830 

二
〇
一
四
年
一
一
月
五
日
。

（
22
） 

観
光
庁　

観
光
人
材
育
成
の
た
め
の
産
学
官
連
携
会
議
「
観
光
系
大
学
の
現
状
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
検
討
会
」
二
〇
一
〇
年
。

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
同
上
誌
」
二
四
頁
。
な
お
、
東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部
国
際
観
光
学
科
は
、
一
般
的
な
米
国
観
光
系
学
部
を
上
回

る
専
門
必
修
科
目
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

（
23
） 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
「
欧
州
各
国
の
雇
用
制
度
一
覧
」https://w

w
w
.jetro.go.jp/jfi le/report/07000115/0908R

3.pdf 

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日
。

渡
辺　

昇
（
二
〇
一
四
）
の
コ
メ
ン
ト
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
は
機
能
的
に
試
用
期
間
に
類
似
し
て
い
る
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
24
） 

コ
ー
ネ
ル
大
学
（C

ornell U
niversity

）
は
一
八
六
五
年
創
立
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
カ
に
本
拠
を
置
く
世
界
最
高
水
準
と
評
価
さ
れ
て

い
る
総
合
大
学
。
太
田
・
那
須
は
二
〇
一
一
年
八
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
た
め
訪
問
し
た
。

（
25
） 

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
（U

niversity of C
entral F

lorida
）
は
、
一
九
六
三
年
創
立
で
オ
ー
ラ
ン
ド
市
に
所
在
し
、
北
米
最
大
規
模

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
経
営
・
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つR

osen C
ollege of H

ospitality M
anagem

ent

（
二
〇
一
二
年
の
学
部
生
・
大
学
院
生
合

計
約
三
二
〇
〇
名
）
を
有
す
る
。
二
〇
一
三
年
の
学
生
総
数
は
約
六
万
人
の
総
合
大
学
で
あ
る
。

一
五
〇



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
（
太
田
）

（
八
九
一
）

（
26
） 

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
（U

niversity of H
ouston

）
は
一
九
二
七
年
設
立
、
学
生
数
四
〇
〇
〇
〇
人
、
留
学
生
数
八
％
強
を
擁
す
る
国
際
的
な

研
究
拠
点
大
学
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
評
価
も
高
い
。
学
部
に
建
築
学
部
、
自
然
科
学
／
数
学
部
、
工
学
部
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学
部
、
ホ
テ
ル

／
レ
ス
ト
ラ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
部
、
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
／
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
学
部
、
教
育
心
理
学
部
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

／
社
会
科
学
部
、
大
学
院
が
あ
る
。
太
田
・
那
須
は
二
〇
一
一
年
九
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
た
め
訪
問
し
た
。

（
27
） 

ネ
バ
ダ
大
学
ラ
ス
ベ
ガ
ス
校
（U

niversity of N
evada, L

as V
egas

）
は
、
一
九
五
七
年
創
立
、
米
国
ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
内
所
在
の

州
立
大
学
で
学
生
数
二
二
〇
〇
〇
人
。
都
市
環
境
、
工
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
ホ
テ
ル
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
大
学
院
な
ど
を
有
す
る
。
太
田
・
那

須
は
二
〇
一
三
年
八
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
た
め
訪
問
し
た
。

（
28
） 

原　

忠
之　

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
経
営
学
部
副
学
部
長
・
准
教
授
・
博
士
（
二
〇
一
一
）「
米
国
の
大

学
・
ホ
テ
ル
企
業
に
於
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て
」
のE

-m
ail

に
お
け
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

（
29
） co-op

はcooperative education: co-operative education

と
も
表
記
し
、
わ
が
国
で
は
、
近
年
イ
ン
タ
ー
ン
に
含
め
て
お
り
、
本
論
で

も
イ
ン
タ
ー
ン
に
含
め
る
。
ハ
ー
マ
ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（H

erm
an S

chneider; 1872‒1919

）
は
、
理
系
大
学
卒
業
生
が
就
職
難
に
直
面
し
て

い
る
中
で
、
リ
ー
ハ
イ
大
学
の
卒
業
生
の
中
で
も
就
業
経
験
の
あ
る
学
生
が
就
職
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
企
業
、
卒
業
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、
一
九
〇
一
年co-op
教
育
を
は
じ
め
て
提
案
し
た
。
一
九
〇
三
年
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
を
教
員

に
採
用
し
、
一
九
〇
五
年
に
一
年
限
度
のco-op
教
育
の
採
用
を
決
定
し
一
九
〇
六
年
か
ら
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
直
ち
に
大
成
功
を
お
さ
め
、

co-op

を
含
む
イ
ン
タ
ー
ン
教
育
の
急
成
長
の
基
礎
と
な
っ
た
。http://en.w

ikipedia.org/w
iki/C

ooperative_education

、
二
〇
一
四
年
一
二

月
三
〇
日
。

（
30
） 

松
下
佳
代
（
二
〇
一
一
）「『
新
し
い
能
力
』
に
よ
る
教
育
の
変
容
│
Ｄ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｃ
ｏ
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
検

討
│
」、
日
本
労
働
研
究
雑
誌
、
№
六
一
四
、
三
九
│
四
九
頁
。

（
31
） S

hara L
ee

（
二
〇
一
一
）：U

niversity of C
entral F

lorida

、「
同
上
コ
メ
ン
ト
」

（
32
） 

原　

忠
之
（
二
〇
一
一
）：「
同
上
」。
二
〇
一
一
年
九
月
二
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
経
営
学
部
に
、

太
田
・
那
須
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

一
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
八
九
二
）

（
33
） A

l Izzolo

（
二
〇
一
三
）U

niversity of N
evada, L

as V
egas 

（U
N
L
V

） W
illiam

 F
. H

arrah C
ollege of H

otel A
dm

inistration 

“Internship H
M

D
 450, F

A
B
450, T

C
A
 450-3 C

redit H
ours” : Instructor N

am
e : A

ssociate P
rofessor A

l Izzolo, “E
valuation of 

S
tudent Intern” 2013.

（
34
） A

l Izzolo

（
二
〇
一
三
）「
同
上
誌
」“E

valuation of S
tudent Intern” 2013.

（
35
） C

ornell U
niversity S

chool of H
otel A

dm
inistration, “P

ractice C
redit ‒R

equirem
ents &

 G
uidelines” for B

achelor of S
cience.

（
36
） 

構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
当
初
か
ら
用
意
し
た
質
問
項
目
を
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
順
番
を
変
え
な
い
で
実
施
す
る
面
接
を
い
う
。
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
：M

odifi ed G
rounded T

heory A
pproach

（
修
正
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）。
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
構
造
化
面
接
が
中
心
で

あ
る
。
参
考
書
と
し
て
、
木
下
康
仁
（
二
〇
〇
七
）、「
ラ
イ
ブ
講
義
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
」、（
株
）
弘
文
堂
、
一
頁
│
三
〇
六
頁
、
木
下
康
仁
編
著

（
二
〇
〇
五
）「
Ｍ
│

Ｇ
Ｔ
Ａ
│
分
野
別
実
践
編　

グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」、（
株
）
弘
文
堂
、
一
│
二
六
一
頁
が
あ
る
。

（
37
） 

松
尾　

睦
（
二
〇
一
一
）「
職
場
が
生
き
る
人
が
育
つ
『
経
験
学
習
』
入
門
」、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
頁
│
二
二
〇
頁
。

（
38
） 

松
尾　

睦
（
二
〇
一
一
）「
同
上
誌
」
一
一
七
頁
│
一
一
八
頁
。

（
39
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
一
頁

│
三
三
頁
。

（
40
） 

「
石
塚　

勉
（
二
〇
一
四
）「
国
内
一
〇
〇
〇
〇
名
、
海
外
九
〇
〇
名
の
長
期
・
有
給
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣
実
績
に
見
る
効
果
的
な

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
に
関
す
る
諸
課
題
」、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
関
東
支
部
第
一
回
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
玉
川
大
学

（
41
） 

石
塚　

勉
（
二
〇
一
四
）、
同
上

（
42
） 

根
木
良
友　

玉
川
大
学
准
教
授
の
コ
メ
ン
ト
。
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
三
日
。

（
43
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
同
上
誌
」
一
六
│
一
八
頁
。

一
五
二
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